
引
き
続
き
、
第
八
経
か
ら
第
十
二
経
の
解
読
を
進
め
る
。
凡
例

を
再
掲
す
る
。

凡
例

一
、
底
本
に
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
四
巻
所
収
の
「
佛
説

義
足
經
」
を
用
い
る
。
た
だ
し
、
返
り
点
は
省
略
し
、
パ
ン

ク
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
部
分
的
に
改
変
し
た
。

二
、
漢
文
の
書
き
下
し
に
つ
い
て
。

・
で
き
る
だ
け
原
文
そ
の
ま
ま
を
書
き
下
す
が
、
古
典
漢
文

（
取
り
分
け
支
謙
の
訳
文
）
は
、
原
文
の
ま
ま
で
は
文
意
を

と
り
づ
ら
い
こ
と
が
屡
し
ば
あ
る
。
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い

よ
う
な
箇
所
に
は
本
文
に
な
い
字
句
を
﹇

﹈
で
補
っ
た
。

ま
た
、
会
話
文
に
は
「

」
を
附
し
た
。

・
な
お
、
地
名
や
人
名
な
ど
、
音
写
さ
れ
た
固
有
名
詞
の
原

語
を
示
す
こ
と
は
、
却
っ
て
煩
瑣
に
な
る
の
で
省
略
し
た
。

・
原
則
、
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
の
ル
ー
ル
に
従
う
が
、
時
に

異
な
っ
た
訓
み
を
採
用
す
る
。
そ
の
場
合
は
可
能
な
限
り
註

に
根
拠
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

＊

＊

＊

＊

＊

論

文支
謙
訳
『
義
足
経
』
解
読
研
究
㈢

京
都
光
華
女
子
大
学
教
授

加

治

洋

一
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（
�
）

（
�
）

（179
c

）
勇
辭
梵
志
經
第
八

佛
在
舍
衞
國
。
當
留
三
月
竟
。
一
時
於
祇
樹
給
孤
獨
園
中
。
是
時

墮
沙
國
。
諸
長
者
子
。
共
賃
一
梵
志
。
名
勇
辭
。
使
之
難
佛
取

勝
。
謝
金
錢
五
百
。
梵
志
亦
一
時
三
月
諷
五
百
餘
難
。
難
中
有

變
。
自
謂
無
勝
己
者
。
佛
三
月
竟
。
從
衆
比
丘
欲
到
墮
沙
國
。
轉

行
郡
縣
説
經
。
次
到
墮
沙
猴
猿
溪
邊
高
觀
殿
中
。
諸
長
者
子
即
聞

佛
衆
比
丘
到
國
。
即
相
聚
會
合
五
百
餘
人
。
梵
志
言
。
佛
已
到
吾

國
。
宜
早
窮
難
。
梵
志
即
悉
從
長
者
子
。
往
到
佛
所
。
相
勞
問
便

坐
一
面
。
長
者
子
中
有
爲
佛
作
禮
者
。
向
佛
叉
手
者
。
默
然
者
。

悉
就
座
。
梵
志
熟
視
佛
威
神
。
甚
大
巍
巍
不
可
與
言
。
便
内
恐
怖

懾
。
不
能
復
語
。
佛
悉
知
梵
志
及
長
者
子
共
議
作
。
便
説
是
義
足

經
。勇

辭
梵
志
經
第
八ま

し
ま

（
�
）

を
は

佛
、
舍
衞
國
に
在
し
て
、
當
に
三
月
を
留
ま
り
竟
り
た
ま
ふ
べ

き
に
、
一
時
、
祇
樹
給
孤
獨
園
中
に
於
て
ま
し
ま
し
き
。

是
の
時
、
墮
沙
國
の
諸
の
長
者
子
、
共
に
一
梵
志
の
勇
辭
と
名

や
と

づ
く
る
を
賃
ひ
、
之
を
し
て
佛
を
難
じ
て
勝
を
取
ら
し
め
ん
と

し
、
金
錢
五
百
を
謝
し
き
。
梵
志
も
亦
た
一
時
、
三
月
に
五
百
餘

（
�
）

の
難
を
諷
ぜ
り
。
難
ず
る
中
に
變
有
り
て
、
自
ら
「
己
に
勝
る
者

お
も

無
し
」
と
謂
ふ
。

佛
、
三
月
竟
り
て
、
衆
比
丘
を
從
へ
、
墮
沙
國
に
到
ら
ん
と
欲

う
た

し
た
ま
ふ
。
轉
た
郡
縣
を
行
き
、
經
を
説
き
た
ま
ふ
。
次
い
で
、

墮
沙
、
猴
猿
溪
の
邊
り
な
る
高
觀
殿
中
に
到
り
た
ま
ふ
。

諸
の
長
者
子
、
即
ち
佛
と
衆
比
丘
と
の
國
に
到
れ
る
を
聞
き
、

即
ち
相
ひ
聚
會
し
て
合
す
る
こ
と
五
百
餘
人
な
り
。
梵
志
言
く
、

「
佛
、
已
に
吾
が
國
に
到
れ
り
。
宜
し
く
早
く
窮
難
す
べ
し
」
と
。

梵
志
即
ち
悉
く
長
者
子
を
從
へ
、
往
き
て
佛
の
所
に
到
り
、
相

ひ
勞
問
し
、
便
ち
一
面
に
坐
し
き
。
長
者
子
の
中
に
、
佛
の
爲
に

禮
を
作
す
者
、
佛
に
向
ひ
て
叉
手
す
る
者
、
默
然
た
る
者
有
り
。

悉
く
座
に
就
け
り
。
梵
志
、
佛
の
威
神
を
熟
視
す
る
に
、
甚
だ
大

あ
た

い
に
巍
巍
た
れ
ば
、
言
を
與
ふ
可
か
ら
ず
。
便
ち
内
に
恐
怖
し
懾

れ
て
復
と
語
る
能
は
ざ
り
き
。

し
ろ
し
め

佛
、
悉
く
梵
志
と
及
び
長
者
子
と
の
共
に
議
作
せ
る
を
知
し
、

（
�
）

便
ち
是
の
義
足
經
を
説
き
た
ま
ひ
き
。

自
説
淨
法
無
上

餘
無
法
明
及
我
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（
�
）

著
所
知
極
快
樂

因
縁
諦
住
邪
學

（
�
）

常
在
衆
欲
願
勝

愚
放
言
轉
相
燒

意
念
義
忘
本
語

轉
説
難
慧
所
言

於
衆
中
難
合
義

欲
難
義
當
竟
句

在
衆
窮
便
瞋
恚

所
難
解
衆
悉
善

自
所
行
便
生
疑

自
計
非
後
意
悔

（
�
）

語
稍
疑
忘
意
想

欲
邪
難
正
不
助

悲
憂
痛
所
言
短

坐
不
樂
臥
喑
咋

本
邪
學
致
辭
意

語
不
勝
轉
下
意

（
�
）

（
�
）

已
見
是
尚
守
口

急
開
閉
難
從
生

意
在
難
見
對
生

出
善
聲
爲
衆
光

（180
a

）
辭
悦
好
生
意
喜

著
歡
喜
彼
自
彼

（
�
）

自
大
可
墮
漏
行

彼
不
學
從
何
増

已
學
是
莫
空
諍

不
從
是
善
解
脱

（
�
）
多
倚
生
痛
行
司

行
求
輩
欲
與
難

勇
從
來
去
莫
慚

令
當
誰
與
汝
議

抱
冥
柱
欲
難
曰

汝
邪
諦
自
守
癡

汝
行
花
不
見
果

所
出
語
當
求
義

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１
）
諸
本
「
勇
辭
」
と
す
る
が
、『
麗
蔵
』『
磧
砂
蔵
』
は
「
�
辤
」
と
す
る
。「
辭
」
の
方
は
、
後
に
「
辝
」
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
勇
」

と
「
辭
」
の
古
字
、
異
体
字
。

（
２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。

（
３
）
三
月

雨
安
居
の
期
間
。
丁
度
雨
安
居
の
期
間
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
、
の
意
。

（
４
）
変

異
常
な
事
態
。
奇
瑞
。

（
５
）

C
f.Sn.824-834.

（
６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
在
極
快
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
極
快
に
在
る
は
」
と
な
る
。

（
７
）
元
・
明
の
二
本
と
『
磧
砂
蔵
』
と
は
「
遶
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
相
ひ
遶
る
」
と
な
る
。

（
８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
妄
意
想
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
妄
り
に
意
に
想
ふ
」
と
な
る
。

す
す

（
９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
向
守
口
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
向
み
て
口
を
守
る
べ
し
」
と
訓
む
。

（
１０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
開
開
」
と
す
る
。
こ
れ
は
「
開
き
開
か
ば
」
と
訓
む
。
意
味
は
同
じ
。

お
こ
た

わ
す

（
１１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
惰
漏
行
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
「
惰
り
行
を
漏
る
」
と
訓
む
。

（
１２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
多
倚
生
痛
行
同
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、「
倚
り
て
生
ず
る
こ
と
多
く

痛
の
行
ず
る
こ
と
同
じ
く
し
て
」

と
な
る
。
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越
邪
度
轉
求
明

法
義
同
從
相
傷

於
善
法
勇
何
言

彼
善
惡
受
莫
憂

（
�
）
行
億
到
求
到
門

意
所
想
去
諦
思

（
�
）

（
�
）

與
大
將
倶
議
軍

比
螢
火
上
遍
明

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜

㈠
自
ら
説
か
く
「
淨
法
無
上
な
り
」

「
餘
に
法
と
し
て
明

な
る
こ
と
我
に
及
ぶ
も
の
無
し
」
と

知
る
所
に
著
き
て
快
樂
を
極
む
る
は

﹇
自
ら
の
﹈
諦
に

よ因縁
り
て
邪
學
に
住
せ
り

㈡
常
に
衆
に
在
り
て
勝
れ
ん
と
欲
願
し

愚
か
に
言
を
放
ち

う
た

て
轉
た
相
ひ
燒
く

意
に
義
を
念
じ
て
本
の
語
を
忘
れ

轉
た
説
き
て
慧

﹇
者
﹈
の
言
ふ
所
を
難
ず

㈢
衆
中
に
於
て
義
に
合
ふ
を
難
ず
る
も

義
を
難
ぜ
ん
と
欲

つ
ら

せ
ば
當
に
句
を
竟
ぬ
べ
し

衆
に
在
り
て
窮
ま
ら
ば
便
ち
瞋
恚
す
る
も

難
ず
る
所
の

解
を
衆
は
悉
く
善
し
と
す

㈣
自
ら
の
行
ず
る
所
に
便
ち
疑
を
生
じ

自
ら
「
非
な
り
」

と
計
し
て
後
に
意
に
悔
ゆ

や
や

語
り
て
稍
疑
ふ
も
意
に
想
へ
る
を
忘
れ

邪
に
難
ぜ
ん
と

欲
す
れ
ど
も
正
し
き
も
の
は
助
け
ず

㈤
悲
し
み
憂
へ
痛
む
「
言
ふ
所
短
し
」
と

坐
し
て
樂
ま
ず

（
�
）

臥
し
て
喑
咋
す

本
よ
り
邪
に
學
べ
ば
辭
意
を
致
し

「
勝
ら
ず
」
と
語
り

（
�
）

て
轉
じ
て
意
を
下
す

㈥
已
に
是
を
見
な
ば
尚
ほ
口
を
守
る
べ
し

急
ぎ
開
閉
せ
ば

難
從
ひ
生
ず

こ
た

意
難
ず
る
に
在
る
も
對
へ
の
生
ず
る
を
見
な
ば

善
聲

を
出
し
て
衆
の
光
と
爲
る

㈦
辭
悦
好
た
ら
ば
意
喜
を
生
じ

歡
喜
に
著
か
ん
「
彼
な

り
」「
彼
よ
り
な
り
」
と

自
ら
大
い
に
可
と
せ
ば
漏
行
に
墮
す

彼
學
ば
ざ
る
に

何
に
從
ひ
て
増
さ
ん

已
に
是
を
學
べ
ば
空
し
く
諍
ふ
こ
と
莫
か
れ

是
に
從
ひ

て
善
く
解
脱
す
る
に
あ
ら
ず

う
か
が

㈧
倚
り
て
生
ず
る
こ
と
多
く

痛
も
て
行
き
司
ひ

行
き
て

輩
を
求
め
て
難
を
與
へ
ん
と
欲
す

３６

『真宗文化』第25号平成27年度2016年3月発行（真宗文化研究所）



勇﹇
者
﹈よ

從
ひ
來
た
り
て
去
る
も
慚
ず
る
莫
か
れ

今

當
に
誰
を
か
汝
と
議
せ
し
む
べ
け
ん

（
�
）

㈨
冥
柱
を
抱
き
て
難
ぜ
ん
と
欲
し
て
曰
ふ
「
汝
の
邪
な
る
こ

あ
き
ら
か

と
諦
な
り
、
自
ら
癡
を
守
る
」
と

「
汝
花
に
行
き
て
果
を
見
ず
」
「
出
だ
す
所
の
語
に
當
に
義

を
求
む
べ
し
」
と

わ
た

㈩
邪
を
越
え
て
度
り
轉
た
明
を
求
む
れ
ど
も

法
と
義
と
同

ほ
し
い
ま
ま

そ
し

じ
ふ
し
て
從
に
相
ひ
傷
る

善
法
に
於
て

勇﹇
者
﹈よ

何
を
か
言
は
ん

彼
の
善
惡

は
受
く
る
と
も
憂
ふ
る
こ
と
莫
か
れ

き
そ

行
き
億
ひ
到
り
門
に
到
ら
ん
と
求
む
れ
ど
も

意
に
想
ふ

所
諦
思
を
去
れ
り

大
將
と
倶
に
軍
を
議
す
る
こ
と

螢
火
と
上
な
る
遍
き
明

ご
と

と
の
比
し

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
悉
く
歡
喜

し
き
。

（
�
）

摩
因
提
女
經
第
九

佛
在
句
留
國
。
縣
名
悉
作
法
。
時
有
一
梵
志
。
字
摩
因
提
。
生
女

端
正
光
世
少
雙
。
前
後
國
王
亦
太
子
及
大
臣
長
者
來
求
之
。
父
皆

不
應
。
得
人
類
我
女
者
。
乃
與
爲
婦
。
佛
時
持
應
器
。
於
縣
求
食

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
行
意
到
來
到
聞
」
と
あ
る
。
訓
み
づ
ら
い
が
「
行
か
ん
と
す
る
意
も
て
到
り
、
来
た
り
て
到
り
聞
け
ど
も
」
と
訓
む

か
。

（
１４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
擧
大
將
倶
義
軍
」
と
す
る
。「
大
將
を
擧
げ
て
義
軍
を
倶
に
す
」
と
で
も
訓
む
し
か
な
い
が
、
さ
て
そ
れ
で
文
意
は
通

じ
る
か
。

（
１５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
螢
火
上
遍
明
照
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
の
方
は
節
奏
（
リ
ズ
ム
）
が
崩
れ
た
感
が
あ
る
が
、「
螢
火
の
上
な
る
遍
き
明
照

の
ご
と
し
」
と
で
も
訓
む
か
。
孰
れ
に
せ
よ
こ
こ
の
数
句
は
難
解
。

（
１６
）
喑
咋

む
せ
び
泣
い
た
り
号
泣
し
た
り
す
る
こ
と
。

（
１７
）
意
を
下
す

今
は
「
落
胆
す
る
」
ほ
ど
の
意
か
。

（
１８
）
冥
柱

何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
は
で
き
る
が
、
未
詳
。

（
１９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。
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食
竟
盥
澡
藏
應
器
。
出
城
到
樹
間
閑
靜
處
坐
。
摩
因
提
。
食
後
出

行
園
田
道
經
樹
間
。
便
見
佛
金
色
身
。
有
三
十
二
相
。
如
日
月
。

王
自
念
言
。
持
女
比
是
大
尊
。
如
此
人
比
我
女
。
便
還
家
謂
婦

言
。
兒
母
寧
知
得
所
願
不
。
今
得
婿
踰
於
女
。
母
聞
亦
喜
。
即
莊

飾
女
。
衆
寶
瓔
珞
。
父
母
倶
將
女
出
城
。
母
見
佛
行
迹
。
文
現
分

明
。
謂
父
言
。
寧
知
空
出
終
不
得
婿
。
何
故
。
婦
説
偈
言
。

婬
人
曳
踵
行

恚
者
斂
指
歩

（
�
）

（
�
）

癡
人
足
踝
地

是
迹
天
人
尊
﹇
地
恐
弛
之
錯
﹈

摩
因
提
女
經
第
九（

�
）

ま
し
ま

佛
、
句
留
國
の
縣
、
悉
作
法
と
名
づ
く
る
に
在
し
き
。

む
す
め

時
に
、
一
梵
志
有
り
。
字
は
摩
因
提
な
り
。
女
の
端
正
な
る
を

か
が
や

生
ず
。
光
く
こ
と
世
に
雙
ぶ
も
の
少
し
。
前
後
の
國
王
も
亦
た
太

子
と
及
び
大
臣
・
長
者
も
來
り
て
之
を
求
む
れ
ど
も
、
父
皆
應
ぜ

な
ら

ず
。「
人
に
し
て
我
が
女
に
類
ぶ
者
を
得
な
ば
、
乃
ち
與
へ
て
婦

と
爲
さ
ん
」
と
。

佛
、
時
に
、
應
器
を
持
ち
、
縣
に
於
て
食
を
求
め
た
ま
ふ
。
食

お
さ

し
竟
り
盥
澡
し
て
應
器
を
藏
め
、
城
を
出
て
樹
間
に
到
り
、
閑
靜

の
處
に
坐
し
た
ま
ふ
。

摩
因
提
、
食
後
に
出
て
園
田
の
道
を
行
き
、
樹
間
を
經
て
、
便

ち
佛
の
金
色
な
る
身
を
見
る
。
三
十
二
相
有
り
て
日
月
の
如
し
。

な
ら

王
自
ら
念
言
す
ら
く
、「
持
て
る
女
は
是
の
大
尊
に
比
ぶ
。
此
く

な
ら

の
如
き
人
は
我
が
女
に
比
べ
り
」
と
。
便
ち
家
に
還
り
て
婦
に
謂

い
な

ひ
て
言
く
、「
兒
母
。
寧
ろ
願
ふ
所
を
得
た
る
を
知
る
や
不
や
。

今
、
婿
の
、
女
を
踰
ゆ
る
を
得
た
り
」
と
。
母
聞
き
て
亦
た
喜

び
、
即
ち
女
に
衆
寶
瓔
珞
を
莊
飾
せ
り
。
父
母
倶
に
女
を
將
ゐ
て

あ
や

城
を
出
づ
。
母
、
佛
の
行
迹
を
見
る
に
文
現
れ
て
分
明
な
り
。
父

に
謂
ひ
て
言
く
、「
寧
ろ
空
し
く
出
て
、
終
に
婿
を
得
ざ
る
を
知

れ
り
」
と
。﹇
父
曰
く
﹈「
何
が
故
ぞ
」
と
。
婦
、
偈
を
説
き
て
言

く
、

婬
人
は
踵
を
曳
き
て
行
き

お
さ

恚
者
は
指
を
斂
め
て
歩
き

癡
人
は
地
を
足
踝
す
れ
ど
も

ゆ
る

や
す

是
の
迹
は
天
人
の
尊
な
り﹇
地
恐
れ
て
之
を
弛
べ
て
錯
ん
ず
﹈

父
言
。
癡
人
莫
還
爲
女
作
患
。
女
必
得
婿
。
即
將
女
到
佛
所
左
手

３８
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（
�
）

持
臂
。
右
手
持
瓶
。
因
白
佛
。（180

b

）
今
以
女
相
惠
可
爲
妾
。

女
見
佛
形
状
端
正
無
比
。
以
三
十
二
相
。
瓔
珞
其
身
。
如
明
月

珠
。
便
婬
意
繋
著
佛
。
佛
知
其
意
如
火
燃
。
佛
即
時
説
是
義
足
經

言
。

ま
た

わ
ざ
は
ひ

む
す
め

父
言
く
、「
癡
人
。
還
と
女
の
爲
に
患
を
作
す
莫
か
れ
。
女
は

み
も
と

必
ず
婿
を
得
ん
」
と
。
即
ち
女
を
將
ゐ
て
佛
の
所
に
到
り
、
左
手

に
﹇
女
の
﹈
臂
を
持
ち
、
右
手
に
瓶
を
持
ち
て
、
因
て
佛
に
白
さ

（
�
）

く
、「
今
女
を
以
て
相
ひ
惠
ま
ん
。
妾
と
爲
す
可
し
」
と
。
女
、

佛
の
形
状
の
端
正
無
比
に
し
て
、
三
十
二
相
を
以
て
瓔
珞
と
し
、

そ
の
身
の
明
月
珠
の
如
く
な
る
を
見
て
、
便
ち
婬
意
も
て
佛
に
繋

（
�
）

し
ろ
し
め

著
せ
り
。
佛
、
そ
の
意
の
火
の
如
く
燃
ゆ
る
を
知
し
、
佛
、
即
時

（
�
）

の
た
ま

に
是
の
義
足
經
を
説
き
て
言
ひ
き
。

我
本
見
邪
三
女

尚
不
欲
著
邪
婬

今
奈
何
抱
屎
尿

以
足
觸
尚
不
可

我
所
説
婬
不
欲

無
法
行
不
内
觀

雖
聞
惡
不
受
厭

内
不
止
不
計
苦

見
外
好
筋
皮
裹

尊
云
何
當
受
是

内
外
行
覺
觀
是

於
黠
邊
説
癡
行

亦
見
聞
不
爲
黠

戒
行
具
未
爲
淨

不
見
聞
亦
不
癡

不
離
行
可
自
淨

有
是
想
棄
莫
受

有
莫
説
守
口
行

（
�
）

彼
五
惱
聞
見
棄

慧
戒
行
莫
婬
淨

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

ふ

（
２０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
足
蹋
地
」
と
す
る
。「
足
踝
地
」
は
裸
足
で
歩
く
こ
と
。「
足
蹋
地
」
は
「
足
も
て
地
を
蹋
む
」
と
訓
む
。

（
２１
）
『
大
正
』
は
「
地
恐
弛
之
錯
」
の
五
文
字
を
割
注
で
入
れ
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
欠
く
。

（
２２
）
悉
作
法

地
名
。K

am
m
āssadham

m
a.

漢
訳
仏
典
で
は
、
固
有
名
詞
を
意
訳
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
翻
訳
作
法
で
あ
る
。

（
２３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
妻
」
と
す
る
。

（
２４
）
原
文
は
「
以
女
相
惠
」。
こ
の
「
以
」
は
目
的
語
を
先
行
さ
せ
る
助
辞
。「
女
」
が
「
惠
」
の
目
的
語
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
こ
の
「
相
」

は
「
お
互
い
に
」
の
意
味
で
は
な
い
。
下
接
す
る
語
が
動
詞
で
あ
り
、
動
作
が
対
象
に
及
ぶ
こ
と
を
示
す
接
頭
辞
。「
娘
を
あ
な
た
に
差
し
上
げ

ま
す
」
ほ
ど
の
意
。

（
２５
）
『
大
正
』
は
「
燃
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
然
」
と
あ
る
。
同
義
。

（
２６
）C

f.Sn.835-847.

（
２７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
莫
望
淨
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
淨
を
望
む
こ
と
莫
か
れ
」
と
訓
む
。
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世
所
見
莫
行
癡

無
戒
行
彼
想
有

可
我
有
墮
冥
法

以
見
可
誰
有
淨

諦
見
聞
爾
可
謂

諦
意
取
可
向
道

往
到
彼
少
不
想

今
奈
何
口
欺
尊

等
亦
過
亦
不
及

已
著
想
便
分
別

不
等
三
當
何
諍

悉
已
斷
不
空
計

有
諦
人
當
何
言

已
著
空
誰
有
諍

邪
亦
正
悉
無
有

從
何
言
得
其
短

捨
欲
海
度
莫
念

於
�
縣
忍
行
黠

欲
已
空
止
念
想

世
邪
毒
伏
不
生

（
�
）

悉
遠
世
求
敗
苦

尊
言
離
莫
與
倶

如
水
華
淨
無
泥

重
塵
土
不
爲
萎

尊
安
爾
無
所
貪

於
世
俗
無
所
著

（
�
）

亦
不
轉
所
念
想

行
如
度
不
隨
識

三
不
作
墮
行
去

捨
不
教
三
世
事

（180
c

）
捨
不
想
無
有
縛

從
黠
解
終
不
懈

制
見
想
餘
不
取

便
厭
聲
歩
三
界

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜
。

む
か
し

（
�
）

㈠
我
れ
本
邪
な
る
三
女
を
見
し
も

尚
ほ
邪
婬
に
著
く
を
欲

せ
ずい

か
ん

（
�
）

今
奈
何
が
屎
尿
を
抱
か
ん

足
を
以
て
觸
る
る
も
尚
ほ
可

と
せ
ず

㈡
我
が
説
く
所
は
「
婬
は
欲
せ
ざ
れ
」
と
な
り

法
行
と
し

て
内
觀
せ
ざ
る
無
し

惡
を
聞
く
と
雖
も
受
け
ず
し
て
厭
ひ

内
に
止
め
ず
ば
苦

と
計
せ
ず

㈢
外
の
好
き
筋
皮
の
裹
を
見
て

尊
は
云
何
が
當
に
是
を
受

く
べ
き

ほ
と

内
外
の
行
も
て
是
を
覺
觀
し

黠
の
邊
り
に
於
て
「
癡
行

な
り
」
と
説
く

㈣
亦
た
見
聞
す
れ
ど
も
黠
と
爲
さ
ず

戒
行
具
ふ
れ
ど
も
未

だ
淨
と
爲
さ
ず

見
聞
せ
ざ
れ
ど
も
亦
た
癡
と
せ
ず

行
を
離
れ
ず
ば
自
ら

淨
た
る
可
した

も

た
も

㈤
是
の
想
を
有
ち
て
棄
て
て
受
く
る
こ
と
莫
か
れ

有
ち
て

説
く
莫
く
口
行
を
守
る
べ
し

（
�
）

彼
の
五
惱
は
聞
見
し
て
棄
つ
る
も

慧
と
戒
行
も
て
淨
に

４０
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婬
す
る
莫
か
れ

㈥
世
の
見
る
所
に
癡
を
行
ず
る
莫
か
れ

戒
行
無
く
し
て
彼

の
想
有
ら
ば

我
れ
に
冥
に
墮
す
る
法
有
る
可
し

見
を
以
て
は
誰
に
淨

有
る
可
け
ん

あ
き
ら

㈦
諦
か
に
見
聞
せ
よ

爾
し
て
謂
ふ
可
し

諦
か
に
意
取
せ

す
す

よ
﹇
爾
し
て
﹈
道
を
向
む
可
し

か
し

い
か
ん

彼
こ
に
往
き
到
る
も
少
し
も
想
は
ず

今
奈
何
ぞ
口
に
尊

を
欺
く
や

㈧
等
し
き
も
亦
た
過
ぐ
る
も
亦
た
及
ば
ざ
る
も

已
に
想
に

著
せ
ば
便
ち
分
別
す

（
�
）
三
に
等
し
か
ら
ず
ば
當
に
何
を
か
諍
ふ
べ
き

悉
く
已
に

斷
ぜ
ば
空
し
く
計
せ
ず

㈨
諦
有
る
人
は
當
に
何
を
か
言
ふ
べ
き

已
に
著
空
し
け

れ
ば
誰
に
か
諍
ひ
有
ら
ん

邪
も
亦
た
正
も
悉
く
有
る
無
き
に

何
に
從
ひ
て
言
は
ん

「
其
の
短
を
得
た
り
」
と

わ
た

㈩
欲
の
海
を
捨
て

度
り
て
念
ず
る
莫
し

�
縣
に
於
て
忍

行
せ
ば
黠
あ
り

欲
已
に
空
し
け
れ
ば
念
想
を
止
め

世
の
邪
毒
は
伏
し
て

生
ぜ
ず

や
ぶ

悉
く
世
を
遠
け
苦
を
敗
る
こ
と
を
求
め

尊
は
離
を
言
ふ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
２８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
求
敗
善
」
と
あ
る
。
読
み
づ
ら
い
が
、「
敗
る
を
求
む
る
こ
と
善
く
し
」
と
訓
む
か
。

（
２９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
不
墮
識
」
と
あ
る
。「
識
に
墮
せ
ず
」
と
訓
む
。

（
３０
）
三
女

ブ
ッ
ダ
の
悟
り
の
座
に
現
れ
た
三
人
の
魔
女
を
指
す
か
。

（
３１
）
屎
尿

愛
欲
を
戒
め
る
た
め
に
、
仏
典
中
屡
し
ば
人
身
を
糞
尿
の
袋
に
喩
え
る
。

（
３２
）
五
脳

不
詳
。
言
葉
の
対
応
と
い
う
こ
と
だ
け
な
ら
『
長
阿
含
十
報
法
經
』
に
「
若
行
者
有
親
厚
有
者
。
已
施
惡
已
施
不
安
已
施
侵
已
施
餘
惡
。

若
行
者
向
念
。
是
從
是
生
惱
。
是
爲
五
惱
」（『
大
正
』
巻
一239

b

）
と
あ
る
が
、
今
の
文
脈
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
仏
・
法

・
僧
を
疑
う
と
い
う
意
味
で
は
、
却
っ
て
パ
ー
リ
のSangītisutta

な
ど
に
現
れ
るpañca-cetokhila

な
ど
の
方
が
相
応
し
い
が
、
こ
れ
を
「
五

脳
」
と
は
訳
し
そ
う
に
な
い
。
孰
れ
に
せ
よ
、
今
は
五
種
類
で
纏
め
ら
れ
る
煩
悩
ほ
ど
に
考
え
て
お
け
ば
文
脈
上
困
難
は
な
い
が
、
識
者
の
ご
教

示
を
乞
う
。

（
３３
）
三

前
行
の
「
等
」
と
「
過
」
と
「
不
及
」
の
三
。
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と

も

「
與
倶
な
る
こ
と
莫
か
れ
」
と

�
水
華
の
淨
に
し
て
泥
無
く

塵
土
を
重
ぬ
る
も
萎
を
爲
さ

ざ
る
が
如
く

尊
の
安
ん
ず
る
も
爾
り

貪
ぼ
る
所
無
く

世
俗
に
於
て

著
す
る
所
無
し

�
亦
た
念
想
す
る
所
に
轉
ぜ
ら
れ
ず

行
ず
る
こ
と
度
る
が

如
く
に
し
て
識
に
隨
は
ず

三
た
び
作
さ
ず
ん
ば
墮
す
る
よ
り
行
き
去
り

捨
て
て
三

世
の
事
を
教
へ
ず

�
捨
て
て
想
は
ざ
れ
ば
縛
有
る
無
し

黠
に
從
ひ
て
解
せ
ば

お
こ
た

終
に
懈
ら
ず

見
を
制
し
て
想
ひ
餘
を
取
ら
ず
ば

便
ち
聲
を
厭
ひ
て
三

界
を
歩
ま
ん

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ふ
に
、
比
丘
、
悉
く
歡
喜

し
き（

�
）

異
學
角
飛
經
第
十

聞
如
是
。
佛
在
王
舍
國
多
鳥
竹
園
中
。
爲
國
王
大
臣
長
者
人
民
所

敬
事
。
以
飯
食
衣
被
臥
床
疾
藥
。
共
所
當
得
。
時
梵
志
六
世
尊
。

不
蘭
迦
葉
。
倶
舍
摩
却
梨
子
。
先
跪
鳩
墮
羅
知
子
。
稽
舍
今
陂

（
�
）

梨
。
羅
謂
娑
加
遮
延
。
尼
焉
若
提
子
。
是
六
尊
亦
餘
梵
志
。
共
在

講
堂
議
言
。
我
曹
本
爲
世
尊
。
國
王
人
所
待
敬
。
云
何
今
棄
不
復

見
用
。
悉
反
承
事
沙
門
瞿
曇
及
弟
子
。
念
是
釋
家
子
。
年
尚
少
學

（
�
）

日
淺
。
何
能
勝
我
曹
。
但
當
與
共
試
道
。
乃
知
勝
不
耳
。
至
使
瞿

曇
作
一
變
。
我
曹
作
二
。
瞿
曇
作
十
六
。
我
曹
作
三
十
二
。
轉
倍

之
耳
。
便
共
與
頻
沙
王
近
親
大
臣
語
重
謝
。
令
達
我
曹
所
議
變
意

（
�
）

大
臣
即
便
宜
白
王
如
語
。
王
聞
大
瞋
恚
。
數
諫
通
語
臣
已
。
便
還

歸
里
舍
。

異
學
角
飛
經
第
十

ま
し
ま

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
王
舍
國

多
鳥
竹
園
中
に
在

し
き
。
國
王
・
大
臣
・
長
者
・
人
民
の
敬
事
す
る
所
と
爲
り
、
飯

そ
な（
�
）

食
・
衣
被
・
臥
床
・
疾
藥
を
以
て
、
當
に
得
べ
き
所
を
共
へ
ら

る
。時

に
梵
志
六
、
世
に
尊
ば
る
。
不
蘭
迦
葉
、
倶
舍
摩
却
梨
子
、

先
跪
鳩
墮
羅
知
子
、
稽
舍
今
陂
梨
、
羅
謂
娑
加
遮
延
、
尼
焉
若
提
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子
、
是
の
六
尊
な
り
。
亦
た
餘
の
梵
志
も
共
に
講
堂
に
在
り
て
議

わ
れ
ら

た

言
す
。「
我
曹
、
本
、
世
の
尊
爲
り
て
、
國
王
・
人
の
待
敬
す
る

（
�
）

所
な
り
し
に
、
云
何
が
今
棄
て
ら
れ
復
と
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
」「
悉

そ
む

く
反
き
て
沙
門
瞿
曇
と
及
び
弟
子
と
に
承
事
す
れ
ば
な
り
」「
是

わ
か

の
釋
家
の
子
を
念
ふ
に
、
年
尚
ほ
少
く
、
學
び
て
日
淺
し
。
何
ぞ

と

も

能
く
我
曹
に
勝
ら
ん
や
。
但
だ
當
に
與
共
に
道
を
試
し
、
乃
ち
勝

い
な

る
か
不
か
を
知
る
べ
き
の
み
。
使
を
至
さ
ん
。
瞿
曇
一
變
を
作
さ

ば
、
我
曹
二
を
作
さ
ん
。
瞿
曇
十
六
を
作
さ
ば
、
我
曹
三
十
二
を

う
た

作
さ
ん
。
轉
た
之
を
倍
す
る
の
み
」
と
。く

み

便
ち
共
に
頻
沙
王
の
近
親
の
大
臣
に
與
し
て
語
る
。「
重
ね
て

謝
せ
ん
。
我
曹
の
議
す
る
所
を
達
し
て
﹇
王
の
﹈
意
を
變
ぜ
し
め

す
な
は

よ
。
大
臣
、
即
便
ち
宜
し
く
王
に
白
す
こ
と
語
る
が
如
く
す
べ

し
」
と
。

し
ば

王
聞
き
て
大
い
に
瞋
恚
し
て
數
し
ば
諫
め
、
語
を
臣
に
通
じ
已

り
て
便
ち
﹇
臣
を
し
て
﹈
里
舍
に
還
歸
せ
し
む
。

衆
梵
志
忽
見
佛
獨
得
待
敬
巍
巍
。
便
行
到
王
宮
門
。
上
書
具
説
變

意
。
王
即
現
所
尊
六
人
向
瞋
恚
大
罵
。
王
已
見
諦
。
得
果
自
證
。

終
不
信
異
學
所
爲
。
便
謂
傍
臣
。
急
將
是
梵
志
釋
。
逐
出
我
國
界

去
。
梵
志
見
逐
。
便
相
將
到
舍
衞
國
。
佛
於
王
舍
國
教
授
竟
。
悉

（
�
）

從
衆
比
丘
。
轉
到
郡
縣
。
次
還
舍
衞
國
祇
桓
中
。
梵
志
等
不
忍
見

（
�
）

佛
得
敬
巍
巍
。
便
聚
會
六
師
。
從
諸
異
學
。
到
波
私
匿
王
所
。
具

説
其
變
意
。
王
即
聽
之
。
便
乘
騎
到
佛
所
。
頭
面
著
佛
足
竟
一
面

坐
。
叉
手
求
願
。
諾
世
尊
道
徳
深
妙
。
可
現
變
化
。
使
未
聞
見
者

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
３４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
捔
」
と
す
る
。

（
３５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
尼
烏
若
提
子
」
と
す
る
。

（
３６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
乃
知
勝
弱
耳
」
と
す
る
。「
乃
ち
勝
か
弱
か
を
知
る
べ
き
の
み
」。

（
３７
）
明
本
は
「
宣
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
を
採
る
と
、
梵
志
の
言
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、「
王
に
宣
じ
白
す
こ
と
語
る
が
如
く
す
」
と
な
る
。
ど
ち
ら
で

も
文
脈
上
問
題
な
い
。

（
３８
）
共
へ
ら
る

今
は
「
供
」
と
同
義
。

（
３９
）
原
文
は
「
不
復
見
用
」。
こ
の
「
見
」
は
受
け
身
の
助
辞
。

（
４０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
祇

」。

（
４１
）
明
本
は
「
波
斯
匿
」。
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生
信
意
。
已
聞
見
者
重
解
。
使
（181

a

）
異
學
無
餘
語
。
佛
語

王
言
。
却
後
七
日
。
當
作
變
化
。
王
聞
歡
喜
。
繞
佛
三
匝
而
去
。

（
�
）

至
期
日
。
便
爲
作
十
萬
坐
床
。
亦
復
爲
不
蘭
等
。
作
十
萬
坐
床

息
。
時
舍
衞
人
民
。
悉
空
城
出
觀
。
佛
出
威
神
。
時
梵
志
等
。
便

各
就
座
。
王
起
白
佛
。
諾
世
尊
。
可
就
座
現
威
神
。

（
�
）

衆
の
梵
志
、
忽
ち
佛
の
獨
り
待
敬
せ
ら
る
る
こ
と
巍
巍
た
る
を

た
て
ま
つ

つ
ぶ
さ

得
る
を
見
て
、
便
ち
行
き
て
王
宮
の
門
に
到
り
、
書
を
上
り
て
具

に
説
か
く
、「
意
を
變
じ
た
ま
へ
」
と
。
王
即
ち
所
尊
の
六
人
に

現
れ
、
向
ひ
て
瞋
恚
し
大
罵
す
。
王
、
已
に
諦
を
見
、
果
を
得
て

つ
ひ

自
ら
證
す
れ
ば
、
終
に
異
學
の
爲
す
所
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
な
り
。
便

は
な

ち
傍
臣
に
謂
く
、「
急
ぎ
是
の
梵
志
を
將
ゐ
て
釋
ち
、
我
が
國
界

よ
り
逐
ひ
出
し
去
ら
し
め
よ
」
と
。
梵
志
逐
は
れ
て
、
便
ち
相
ひ

た
す將
け
て
舍
衞
國
に
到
れ
り
。

う
た

佛
、
王
舍
國
に
於
て
教
授
し
竟
り
、
悉
く
衆
比
丘
を
從
へ
轉
た

郡
縣
に
到
り
、
次
で
舍
衞
國
祇
桓
中
に
還
り
た
ま
ふ
。

梵
志
等
、
佛
の
敬
は
る
る
を
得
る
こ
と
巍
巍
た
る
を
見
る
を
忍

あ
つ

び
ず
、
便
ち
會
を
聚
む
。
、
六
師

諸
の
異
學
を
從
へ
て
波
私
匿

王
の
所
に
到
り
、
具
に
説
か
く
、「
其
れ
意
を
變
ぜ
よ
」
と
。
王

み
も
と

即
ち
之
を
聽
き
て
、
便
ち
騎
に
乘
り
て
佛
の
所
に
到
る
。
頭
面
も

み
あ
し

を
は

ゆ
る

て
佛
の
足
に
著
け
竟
り
、
一
面
に
坐
し
、
叉
手
し
て
願
の
諾
さ
る

る
を
求
む
。「
世
尊
は
道
徳
深
妙
な
れ
ば
、
變
化
を
現
し
て
、
未

だ
聞
見
せ
ざ
る
者
を
し
て
信
意
を
生
ぜ
し
め
、
已
に
聞
見
せ
る
者

は
重
ね
て
解
せ
し
め
、
異
學
を
し
て
餘
語
無
か
ら
し
め
た
ま
ふ
可

し
」
と
。
佛
、
王
に
語
り
て
言
は
く
、「
却
後
七
日
に
當
に
變
化

を
作
す
べ
し
」
と
。
王
聞
き
て
歡
喜
し
、
佛
を
繞
る
こ
と
三
匝
に

し
て
去
り
き
。

期
日
に
至
り
、
便
ち
十
萬
の
坐
床
を
爲
作
し
、
亦
復
た
不
蘭
等

や
す

の
爲
に
十
萬
の
坐
床
を
作
り
て
息
み
た
ま
ふ
。
時
に
舍
衞
の
人

民
、
悉
く
城
を
空
し
く
し
て
、
出
て
佛
の
威
神
を
出
し
た
ま
ふ
を

觀
ん
と
す
。

時
に
梵
志
等
、
便
ち
各
お
の
座
に
就
け
ば
、
王
起
ち
て
佛
に
白

す
。「
諾
し
た
ま
へ
、
世
尊
。
座
に
就
き
て
威
神
を
現
し
た
ま
ふ

可
し
」
と
。

是
時
般
識
鬼
將
軍
適
來
禮
佛
。
聞
梵
志
欲
與
佛
捔
道
。
便
作
�
風

雨
吹
其
座
。
復
雨
沙
礫
。
上
至
梵
志
膝
者
至
髀
者
。
佛
便
出
小
威

神
。
使
其
座
中
悉
火
燃
。
炎
動
八
方
。
不
蘭
等
見
佛
座
燃
如
是
。
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（
�
）

悉
歡
喜
自
謂
道
徳
使
燃
。
佛
現
神
竟
。
炎
燃
則
滅
梵
志
等
乃
知
非

其
神
所
爲
。
便
向
内
憂
有
悔
意
。
佛
即
起
師
子
座
。
中
有
一
清
信

女
。
有
神
足
。
起
叉
手
白
佛
言
。
世
尊
不
宜
勞
神
。
我
欲
與
異
學

倶
現
神
。
佛
言
。
不
須
自
就
座
。
吾
自
現
神
足
。
貧
賤
清
信
士
須

達
女
作
沙
彌
。
名
專
華
色
。
與
目
揵
蘭
倶
往
白
佛
。
世
尊
不
宜
勞

威
神
。
我
今
願
與
之
共
捔
道
。
佛
言
不
須
且
自
還
座
。
我
自
現
神

足
。
佛
意
欲
使
衆
人
得
福
安
隱
。
悉
愍
人
天
令
得
解
脱
。
復
伏
梵

（
�
）

志
等
。
亦
爲
後
世
學
者
作
慧
。
使
我
道
於
未
來
得
住
留
。

（
�
）

是
の
時
、
般
識
鬼
將
軍
、
適
た
ま
來
た
り
て
佛
を
禮
し
、
梵
志

（
�
）

（
�
）

の
、
佛
と
捔
道
せ
ん
と
欲
す
る
を
聞
き
、
便
ち
�
風
雨
を
作
り
て

そ
の
座
を
吹
か
し
め
、
復
た
沙
礫
を
雨
ら
し
、
上
は
梵
志
の
膝
に

至
る
者
、
髀
に
至
る
者
あ
り
。
佛
、
便
ち
小
な
る
威
神
を
出
し
、

そ
の
座
中
に
悉
く
火
を
し
て
燃
え
し
め
、
炎
を
し
て
八
方
に
動
か

し
め
た
ま
へ
り
。
不
蘭
等
、
佛
の
座
の
燃
ゆ
る
こ
と
是
く
の
如
き

な
る
を
見
て
、
悉
く
歡
喜
し
て
自
ら
謂
く
、「
道
徳
も
て
燃
え
し

め
り
」
と
。
佛
、
神﹇
力
﹈を
現
し
竟
り
た
ま
へ
ば
、
炎
燃
則
ち
滅

せ
り
。
梵
志
等
乃
ち
そ
の
神﹇
力
﹈の
爲
す
所
に
非
ざ
る
を
知
り
、

お
い

便
ち
内
に
向
て
憂
え
、
悔
意
有
り
。
佛
、
即
ち
師
子
座
よ
り
起
ち

た
ま
ふ
。

中
に
一
清
信
女
有
り
。
神
足
有
り
。
起
ち
て
叉
手
し
、
佛
に
白

し
て
言
さ
く
、「
世
尊
。
宜
し
く
神﹇
力
﹈を
勞
し
た
ま
ふ
べ
か
ら

の
た
ま
は

ず
。
我
、
異
學
と
倶
に
神﹇
力
﹈を
現
ぜ
ん
と
欲
す
」
と
。
佛
言

く
、「
須
ゐ
ざ
れ
。
自
ら
座
に
就
け
。
吾
自
ら
神
足
を
現
さ
ん
」

と
。

む
す
め

貧
賤
な
る
清
信
士
、
須
達
の
女
、
沙
彌
と
作
り
、
專
華
色
と
名

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
４２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
座
」
と
あ
る
。
以
下
名
詞
の
場
合
は
同
様
。

（
４３
）
忽
ち

予
期
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
今
は
「
思
い
も
か
け
ず
」
ほ
ど
の
意
。「
突
然
」
で
は
な
い
。

（
４４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
然
」
と
あ
る
。
同
義
。

（
４５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
未
來
時
」
と
す
る
。

（
４６
）
般
識
鬼

Pānñcika.

薬
叉
の
一
。

（
４７
）
捔
道
「
捔
」
は
、
角
を
押
さ
え
て
獣
を
取
り
押
さ
え
る
こ
と
。「
捔
道
」
は
こ
こ
で
は
、
技
競
べ
、
術
比
べ
ほ
ど
の
意
か
。

（
４８
）
�
風

大
風
、
暴
風
の
こ
と
。
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づ
く
。
目
揵
蘭
と
倶
に
往
き
て
佛
に
白
さ
く
、「
世
尊
。
宜
し
く

威
神
を
勞
し
た
ま
ふ
べ
か
ら
ず
。
我
、
今
願
く
は
之
と
共
に
捔
道

し
ば
ら

せ
ん
」
と
。
佛
言
く
、「
須
ゐ
ざ
れ
。
且
く
自
ら
座
に
還
る
べ
し
。

我
自
ら
神
足
を
現
ぜ
ん
」
と
。

佛
、
意
に
「
衆
人
を
し
て
福
・
安
隱
を
得
し
め
、
悉
く
人
天
を

愍
み
て
解
脱
を
得
し
め
、
復
た
梵
志
等
を
伏
し
て
亦
た
後
世
の
學

者
の
爲
に
慧
と
作
り
、
我
が
道
を
し
て
未
來
に
於
て
住
留
す
る
こ

と
を
得
し
め
ん
」
と
欲
し
た
ま
へ
ば
な
り
。

（
�
）

佛
時
現
大
變
神
足
。
卽
從
師
子
座
飛
起
。
往
東
方
虚
空
中
歩
行
。

（
�
）

亦
箕
坐
猗
右
脇
。
便
著
火
定
神
足
。
出
五
色
光
。
悉
令
作
雜
色
。

下
身
出
火
。
上
身
出
水
。
上
身
出
火
。
下
身
出
水
。
卽
滅
乃
從
南

方
來
。
復
滅
乃
從
西
方
來
。
復
滅
乃
從
北
方
虚
空
中
住
。
變
化
所

作
。
亦
如
上
説
。
坐
虚
空
中
。
兩
肩
各
出
一
百
葉
蓮
花
。
頭
上
出

（
�
）

千
葉
華
。
華
上
有
佛
坐
禪
。
光
明
悉
照
十
方
。
天
人
亦
在
空
中
。

散
花
佛
上
。
皆
（181

b

）
言
。
善
哉
佛
威
神
悉
動
十
方
。
佛
卽

（
�
）

攝
神
足
。
還
師
子
座
。
是
時
梵
志
等
默
然
無
言
。
皆
低
頭
如
鳩

睡
。

佛
、
時
に
大
變
神
足
を
現
じ
、
卽
ち
師
子
座
よ
り
飛
び
起
ち
、

東
方
に
往
き
て
虚
空
中
を
歩
行
し
、
亦
た
箕
坐
し
て
右
脇
に
猗

り
、
便
ち
火
定
に
著
き
、
神
足
も
て
五
色
の
光
を
出
し
て
悉
く
雜

色
を
作
ら
し
め
た
ま
ふ
。
下
身
よ
り
火
を
出
し
、
上
身
よ
り
水
を

出
し
、
上
身
よ
り
火
を
出
し
、
下
身
よ
り
水
を
出
し
た
ま
ひ
て
卽

ち
滅
し
、
乃
ち
南
方
よ
り
來
り
た
ま
ふ
。
復
た
滅
し
て
乃
ち
西
方

よ
り
來
り
、
復
た
滅
し
て
乃
ち
北
方
よ
り
﹇
來
り
て
﹈
虚
空
中
に

住
し
た
ま
ふ
。
變
化
し
て
作
し
た
ま
ふ
所
、
亦
た
上
に
説
く
が
如

し
。
虚
空
中
に
坐
し
て
、
兩
肩
よ
り
各
お
の
一
百
の
葉
蓮
花
を
出

し
、
頭
上
よ
り
千
葉
華
を
出
し
た
ま
ふ
。
華
の
上
に
佛
有
り
て
坐

禪
し
た
ま
ふ
。
光
明
悉
く
十
方
を
照
ら
す
。
天
人
も
亦
た
空
中
に

在
り
て
、
佛
の
上
に
散
花
す
。

皆
言
く
、「
善
き
か
な
。
佛
の
威
神
、
悉
く
十
方
を
動
か
し
た

ま
ふ
」
と
。
佛
卽
ち
神
足
を
攝
め
て
師
子
座
に
還
り
た
ま
ふ
。
是

た

の
時
、
梵
志
等
、
默
然
と
し
て
言
無
く
、
皆
頭
を
低
る
る
こ
と
鳩

の
睡
る
が
如
し
。

（
�
）

時
持
和
夷
鐵
。
便
飛
於
虚
空
。
見
炎
烔
然
可
畏
。
但
使
梵
志
等
見

耳
。
適
現
子
曹
。
便
大
恐
怖
戰
慄
。
衣
毛
皆
竪
各
各
走
。
佛
便
爲
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（
�
）

（
�
）

雨
衆
人
。
廣
説
經
法
。
説
布
施
持
戒
善
見
天
徑
。
薄
説
愛
欲
好
痛

（
�
）

説
其
災
害
著
苦
無
堅
固
。
佛
以
慧
意
知
衆
人
意
濡
住
不
轉
。
便
爲

説
四
諦
。
中
有
身
歸
佛
者
。
歸
法
者
。
歸
比
丘
僧
者
。
有
長
跪
者

受
戒
者
。
有
得
溝
港
者
。
得
頻
來
者
。
得
不
還
者
。
是
時
人
民
皆

共
生
意
。
疑
何
因
縁
棄
家
爲
道
。
復
有
鬥
訟
。
佛
即
知
子
曹
疑
。

（
�
）

便
化
作
一
佛
著
前
。
端
正
有
三
十
二
相
衣
法
衣
。
弟
子
亦
能
化
作

人
。
化
人
語
弟
子
亦
語
。
佛
語
化
人
默
然
。
化
人
語
佛
默
然
。
何

以
故
。
正
覺
直
度
正
所
意
故
。
化
佛
即
右
膝
著
地
。
向
佛
叉
手
。

以
偈
難
問
言
。

（
�
）

時
に
、﹇
佛
﹈
和
夷
鐵
を
持
ち
て
便
ち
虚
空
を
飛
び
、
炎
の
烔

あ
ら

然
た
る
こ
と
畏
る
可
き
を
見
は
し
、
但
だ
梵
志
等
を
し
て
見
せ
し

ゆ

め
た
ま
ふ
の
み
。
適
き
て
子
曹
に
現
ず
れ
ば
、
便
ち
大
い
に
恐
怖

よ
だ

戰
慄
し
、
衣
毛
皆
な
竪
ち
て
各
各
走
る
。
佛
、
便
ち
爲
に
、
衆
人

に
雨
ら
す
が
ご
と
く
、
廣
く
經
法
を
説
き
た
ま
ふ
。
布
施
・
持
戒

（
�
）

（
�
）い
さ
さ

（
�
）

・
善
見
天
徑
を
説
き
、
薄
か
愛
欲
の
痛
を
好
む
を
説
き
、
其
の

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
４９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
卽
」
を
欠
く
。

（
５０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
倚
」
と
す
る
。
今
は
同
義
。

（
５１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
蓮
華
」
と
す
る
。

（
５２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
願
」
に
作
る
。「
默
然
と
し
て
願
ひ
無
く
」。

（
５３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
炎
煙
」
と
す
る
。「
炎
煙
の
然
ゆ
る
こ
と
」。

（
５４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
兩
」
に
作
る
。
こ
ち
ら
だ
と
「
佛
便
ち
兩
衆
の
人
の
爲
に
廣
く
經
法
を
説
き
た
ま
ふ
」
と
な
り
、
こ
の
方
が
訓
み
や
す

い
。「
兩
衆
人
」
は
、
不
蘭
等
の
集
団
と
、
舎
衛
城
か
ら
参
加
し
て
い
る
人
び
と
の
二
つ
の
集
団
の
人
び
と
、
の
意
。

（
５５
）
宋
・
元
の
二
本
は
「
薄
」
の
氵
部
分
を
忄
に
作
る
が
、
手
元
の
辞
書
に
は
見
当
た
ら
な
い
。『
大
正
』
の
脚
注
も
活
字
が
無
く
、
作
字
し
て
い
る
。

写
誤
か
。

や
は
ら

（
５６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
濡
」
を
「
輭
」
に
作
る
。「
輭
け
く
」。

（
５７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
作
化
人
」
と
す
る
。「
化
人
を
作
れ
ど
も
」。

（
５８
）
和
夷
鐵

vajra.

金
剛
杵
。

（
５９
）
善
見
天
徑

善
見
天
に
到
る
道
。
即
ち
生
天
論
を
説
い
た
、
と
い
う
こ
と
。
仏
は
初
心
者
に
対
す
る
導
引
の
教
え
と
し
て
、
先
ず
施
論
・
戒
論
・

生
天
論
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。

（
６０
）
「
薄
」
は
「
博
」
に
も
通
じ
る
の
で
「
ひ
ろ
く
」
と
も
訓
め
る
。

（
６１
）
痛

vedanā

の
訳
。
後
は
「
受
」
が
定
訳
語
。
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災
害
の
苦
に
著
き
堅
固
な
る
無
き
を
説
き
た
ま
ふ
。
佛
、
慧
を
以

や
す
ら

し
ろ
し
め

て
、
意
に
、
衆
人
の
意
の
濡
ぎ
住
し
て
轉
ぜ
ざ
る
を
知
し
、
便
ち

爲
に
四
諦
を
説
き
た
ま
ふ
。

み
づ
か

中
に
、
身
ら
佛
に
歸
す
る
者
、
法
に
歸
す
る
者
、
比
丘
僧
に
歸

（
�
）

す
る
者
有
り
。
長
跪
す
る
者
、
戒
を
受
く
る
者
有
り
。
溝
港
を
得

（
�
）

る
者
、
頻
來
を
得
る
者
、
不
還
を
得
る
者
有
り
。

是
の
時
、
人
民
、
皆
な
共
に
意
を
生
じ
て
疑
ふ
ら
く
、「
何
の

因
縁
も
て
、
家
を
棄
て
て
道
を
爲
す
に
復
た
鬥
訟
有
り
や
」
と
。

し
ろ
し

佛
即
ち
子
曹
の
疑
ひ
を
知
し
、
便
ち
一
佛
を
化
作
し
て
前
に
著
か

し
め
た
ま
ふ
。
端
正
に
し
て
三
十
二
相
有
り
、
法
衣
を
衣
る
。
弟

子
も
亦
た
能
く
人
を
化
作
す
れ
ど
も
、
化
人
語
れ
ば
弟
子
も
亦
た

語
る
。
佛
語
り
た
ま
へ
ば
化
人
默
然
た
り
、
化
人
語
れ
ば
佛
默
然

ゆ

ゑ

た
り
。
何
の
以
故
に
。
正
覺
は
直
ち
に
度
し
て
意
と
す
る
所
を
正

す
が
故
な
り
。
化
佛
即
ち
右
膝
も
て
地
に
著
け
、
佛
に
向
ひ
て
叉

（
�
）

手
し
、
偈
を
以
て
難
問
し
て
言
く
、（

�
）

鬥
訟
變
何
從
起

致
憂
痛
轉
相
疾

起
妄
語
轉
相
毀

本
從
起
願
説
佛

坐
憂
可
起
變
訟

轉
相
嫉
致
憂
痛

欲
相
毀
起
妄
語

以
相
毀
鬥
訟
本

世
可
愛
何
從
起

轉
世
間
何
所
貪

從
置
有
不
復
欲

從
不
復
轉
行
受

本
所
欲
著
世
愛

以
利
是
轉
行
苦

不
捨
有
從
是
起

以
故
轉
後
復
有

隨
世
欲
本
何
起

從
何
得
別
善
惡

從
何
有
起
本
末

所
制
法
沙
門
説

亦
是
世
所
有
無

是
因
縁
便
欲
生

見
盛
色
從
何
盡

世
人
悉
分
別
作

（
�
）

（181
c

）
所
從
欺
有
疑
意

亦
是
法
雨
面
受

念
從
何
學
慧
迹

願
解
法
明
學
説

所
有
無
本
從
何

無
所
親
從
何
滅

盛
亦
減
悉
一
義

願
説
是
解
現
本

有
亦
無
著
細
濡

去
來
滅
無
所
有

盛
亦
滅
義
從
是

解
現
賢
本
盡
是

（
�
）

世
細
濡
本
從
何

著
世
色
從
何
起

從
何
念
不
計
著

何
因
縁
著
可
色

名
色
授
著
細
濡

本
有
有
色
便
起

寧
度
癡
得
解
脱

因
縁
色
著
細
濡
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從
何
得
捨
好
色

從
衆
愛
從
何
起

所
著
心
寧
悉
盡

諦
行
知
如
解
脱

不
想
想
不
色
想

非
無
想
不
行
想

（
�
）

（
�
）

一
切
斷
不
著
者

因
想
本
戲
隨
苦

我
所
問
悉
已
解

今
更
問
願
復
説

（
�
）

行
�
悉
成
具
足

設
無
不
勝
尊
徳

（
�
）

是
極
正
有
何
邪

向
徑
神
得
果
慧

尊
行
定
樹
林
間

無
有
餘
最
善
説

知
如
是
一
心
向

尊
已
著
不
戒
行

疾
行
問
度
世
間

斷
世
捨
是
彼
身
〈/ver

〉

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜

（
�
）
㈠
鬥
訟
に
變
ず
る
は
何
に
よ
り
て
か
起
こ
る

憂
・
痛
を
致

に
く

し
て
轉
じ
て
相
ひ
疾
み

そ
し

妄
語
を
起
こ
し
て
轉
じ
て
相
ひ
毀
る

本
づ
き
從
ひ
起
こ

（
�
）

る
を

願
は
く
は
説
き
た
ま
へ
、
佛

よ

㈡
憂
と
可﹇
愛
﹈と
に
坐
り
起
き
て
訟
に
變
ず

轉
じ
て
相
ひ

嫉
み
憂
・
痛
を
致
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
６２
）
溝
港

預
流
。

（
６３
）
頻
來

一
来
。

（
６４
）C

f.Sn.862-877.

ね
た

（
６５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
嫉
」
と
す
る
。「
嫉
み
」。

（
６６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
兩
」。
註
７４
を
参
照
さ
れ
た
し
。

（
６７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
輭
」。

（
６８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
想
斷
不
著
」
と
す
る
。「
一
切
想
断
じ
て
著
か
ず
」。

（
６９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
虧
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
「
虧
け
て
」
と
訓
む
。「
損
な
わ
れ
て
」
ほ
ど
の
意
。

（
７０
）
『
磧
砂
蔵
』
に
は
「
涶
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
難
解
。
取
り
敢
え
ず
『
大
正
』
の
「
�
」
を
採
り
、
本
文
の
よ
う
に
訓
ん
で
お
く
。

（
７１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
経
」
と
す
る
。
註
７７
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７２
）
以
下
、
化
仏
と
仏
と
の
問
答
の
形
を
取
る
。
㈠
㈢
㈤
㈧
㈩
�
�
が
化
仏
。

（
７３
）
仏
に
対
す
る
呼
び
か
け
。
或
い
は
、
研
究
会
参
加
者
の
一
人
が
言
っ
た
よ
う
に
、「
本
づ
き
從
ひ
起
こ
れ
り

願
は
く
は
佛
を
説
き
た
ま
は
ん
こ

と
を
」
と
訓
ん
で
「
佛
」
をbodhi

の
意
味
に
取
る
こ
と
も
可
能
か
。
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相
ひ
毀
ら
ん
と
欲
し
妄
語
を
起
こ
す

相
ひ
毀
る
を
以
て

鬥
訟
の
本
あ
り

う
た

㈢
世
の
可
愛
は
何
に
よ
り
て
か
起
こ
る

轉
た
世
間
に
何
を

か
貪
ぼ
る
所
ぞ

有
を
置
く
に
よ
り
復
た
欲
せ
ず

復
た﹇
欲
﹈せ
ざ
る
に
よ

り
て
轉
た
行
き
て
受
く
や

㈣
本
欲
す
る
所
世
愛
に
著
き

是
れ
を
利
せ
ん
と
す
る
を

以
て
轉
じ
て
苦
に
行
く

か
る
が
ゆ
ゑ

有
を
捨
て
ず
ば
是
れ
に
よ
り
て
起
こ
る

以
故
に
轉
じ
て
後

に
復
た
有
り

㈤
世
に
隨
ひ
て
欲
は
何
に
本
づ
き
起
こ
り

何
に
よ
り
て
善

惡
を
別
つ
を
得
ん

何
に
よ
り
て
本
末
を
起
こ
す
有
り
や

所
制
の
法
は
沙
門

の
説
け
る
か

㈥
亦
た
是
の
世
の
「
有
り
」「
無
し
」
と
す
る
所

是
の
因

縁
も
て
便
ち
欲
生
ず

盛
色
の
何
に
よ
り
て
盡
く
る
か
を
見
て

世
人
悉
く
分
別

し
て
﹇
有
り
無
し
と
﹈
作
す

（
�
）

㈦
欺
に
從
ふ
所
に
疑
意
有
る
も

亦
た
是
の
法
は
両
面
に
受

く
れ
ば
な
り

何
に
從
ふ
か
を
念
じ
慧
の
迹
を
學
べ

法
を
解
す
る
を
願
ひ

（
�
）
學
の
説
く
を
明
か
に
せ
よ

も
と

㈧
有
り
無
し
と
す
る
所

本
何
に
從
ふ
や

親
と
す
る
所
無

く
ん
ば
何
に
從
ひ
て
滅
す
や

盛
ん
な
る
も
亦
た
減
す
る
も
悉
く
一
義
な
ら
ん

願
く
は
是

を
説
き
現
の
本
を
解
き
た
ま
は
ん
こ
と
を

（
�
）

㈨
有
も
亦
た
無
も
細
濡
に
著
く

去
來
し
滅
せ
ば
所
有
無
け

ん盛
も
亦
た
滅
も
義
は
是
に
從
ふ

現
を
解
す
る
賢
は
本
よ

り
是
を
盡
く
せ
り

㈩
世
の
細
濡
は
本
何
に
從
ふ

世
の
色
に
著
す
る
は
何
よ
り

起
こ
る

何
に
從
ひ
て
念
ぜ
ば
計
著
せ
ざ
る

何
の
因
縁
も
て
可

﹇
愛
﹈
の
色
に
著
す

�
名
色
授
く
れ
ば
細
濡
に
著
す

本
有
有
れ
ば
色
便
ち
起
こ

る
ね
ん
ご
ろ
寧
に
癡
を
度
せ
ば
解
脱
を
得

色
を
因
縁
と
し
て
細
濡
に

著
す

５０
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�
何
に
よ
り
て
好
色
を
捨
つ
る
を
得
ん

衆
愛
に
よ
る
は
何

に
よ
り
て
起
こ
る

著
す
る
所
の
心
は
寧
ぞ
悉
く
盡
く
る

諦
か
に
行
じ
知
れ

ば
解
脱
す
る
が
如
く
な
り
や

�
想
想
な
く
色
想
な
く

無
想
に
非
ず
行
想
な
く

一
切
斷
ぜ
ば
著
せ
ざ
る
者
な
り

想
の
本
に
因
り
て
戲
れ

苦
に
隨
へ
ば
な
り

�
我
が
問
ふ
所
悉
く
已
に
解
き
た
ま
へ
り

今
更
に
問
は

ん

願
は
く
は
復
た
説
き
た
ま
は
ん
こ
と
を

し
の

行
じ
�
げ
ば
悉
く
具
足
を
成
ず
や

設
し
尊
徳
に
勝
ら
ざ

る
無
き
も

（
�
）み
ち

�
是
れ
極
て
正
な
れ
ば
何
の
邪
か
有
ら
ん

徑
に
向
へ
ば
神

す
ら
果
慧
を
得

尊
は
定
を
樹
林
の
間
に
行
じ

餘
有
る
こ
と
無
く
最
も
善

く
説
き
た
ま
ふ

�
知
る
こ
と
是
く
の
如
く
に
し
て
一
心
に
向
か
ひ

尊
は
著

や

す
る
を
已
め
戒
行
し
た
ま
は
ず

と疾
く
行
き
て
世
間
を
度
す
る
を
問
へ

世
を
斷
じ
て
捨
て

た
る
是
れ
彼
の
身
な
り

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
悉
く
歡
喜

し
き
。

（
�
）

（181
c

）
猛
觀
梵
志
經
第
十
一

（
�
）

聞
如
是
。
佛
在
釋
國
迦
維
羅
衞
樹
下
。（182

a

）
從
五
百
比
丘
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
７４
）
『
大
正
』
は
「
雨
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
両
」
と
あ
る
。
取
り
敢
え
ず
三
本
に
従
う
。
有
無
の
両
面
の
意
。「
雨
」
で
は
訓
み

づ
ら
い
。

（
７５
）
學

有
学
。
修
行
者
。

（
７６
）
細
濡

sparṣa,phassa

の
訳
。
後
に
は
「
触
」
が
定
訳
語
。

お
い

（
７７
）
徑

こ
こ
で
は
仏
道
を
意
味
す
る
か
。
但
し
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
經
」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
は
「
經
に
向
て
」。

（
７８
）
宋
元
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。
本
経
か
ら
下
巻
に
入
る
。

（
７９
）
宋
元
の
二
本
は
「
迦
隨
羅
衞
」
と
す
る
。
孰
れ
に
せ
よkapilavatthu

の
写
音
訳
。
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悉
應
眞
所
作
已
具
。
已
下
重
擔
。
聞
義
已
度
。
所
之
生
胎
滅
盡
。

是
時
十
方
天
下
地
神
妙
天
來
佛
所
。
欲
見
尊
徳
及
比
丘
僧
。
是
時

梵
四
天
王
相
謂
言
。
諸
學
人
寧
知
。
佛
在
釋
國
迦
維
羅
衞
樹
下
。

從
五
百
眞
人
。
復
十
方
天
地
諸
神
妙
天
。
悉
來
禮
佛
。
欲
見
尊
威

神
及
諸
比
丘
。
我
今
何
不
往
見
其
威
神
。
四
天
王
即
從
第
七
天
飛

（
�
）

下
。
譬
如
壯
士
屈
伸
臂
頃
。
來
到
佛
邊
。
去
尊
不
遠
。
便
倶
往
禮

佛
及
比
丘
僧
。
各
就
座
。

猛
觀
梵
志
經
第
十
一

ま
し
ま

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
釋
國
迦
維
羅
衞
の
樹
下
に
在

（
�
）

し
き
。
五
百
の
比
丘
を
從
へ
た
ま
ふ
。
悉
く
應
眞
の
所
作
已
に
具

ゆ

は
り
て
已
に
重
擔
を
下
し
、
義
を
聞
き
て
已
に
度
し
、
之
き
て
生

ず
る
所
の
胎
滅
盡
せ
り
。

み
も
と

是
の
時
、
十
方
天
下
の
地
の
神
妙
な
る
天
、
佛
の
所
に
來
り
、

ま
み

尊
徳
と
及
び
比
丘
僧
と
に
見
え
ん
と
欲
す
。

是
の
時
、
梵
と
四
天
王
、
相
ひ
謂
ひ
て
言
く
、「
諸
の
學
人
、

寧
ろ
知
れ
り
や
。
佛
、
釋
國
迦
維
羅
衞
の
樹
下
に
在
し
て
、
五
百

（
�
）

の
眞
人
を
從
へ
た
ま
ふ
を
。
復
た
十
方
天
地
の
諸
の
神
妙
な
る

天
、
悉
く
來
た
り
て
佛
に
禮
し
、
尊
の
威
神
と
及
び
諸
比
丘
と
に

見
え
ん
と
欲
す
る
を
。
我
れ
今
、
何
ぞ
往
き
て
そ
の
威
神
を
見
ざ

る
」
と
。
四
天
王
即
ち
第
七
天
よ
り
飛
び
下
る
こ
と
、
譬
へ
ば
壯

あ
ひ
だ

士
の
臂
を
屈
伸
す
る
頃
の
如
し
。
來
た
り
て
佛
の
邊
り
に
到
る
こ

と
、
尊
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
。
便
ち
倶
に
往
き
て
佛
と
及
び
比

丘
僧
と
に
禮
し
、
各
お
の
座
に
就
き
き
。

一
梵
天
就
座
。
便
説
偈
言

今
大
會
於
樹
間

來
見
尊
皆
神
天

今
我
來
欲
聽
法

願
復
見
無
極
衆

二
梵
天
適
就
座
便
説
偈
言

在
是
學
當
制
意

直
學
行
知
身
正

如
御
者
善
兩
轡

護
眼
根
行
覺
意

三
梵
天
就
座
便
説
偈
言

力
斷
七
伏
邪
連

意
著
止
如
鐵
根

捨
世
觀
淨
無
垢

慧
眼
明
意
而
攝

四
梵
天
就
座
便
説
偈
言

有
以
身
歸
明
尊

終
不
生
到
邪
冥

捨
人
形
後
轉
生

受
天
身
稍
離
患
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﹇
第
﹈
一
の
梵
天
、
座
に
就
き
、
便
ち
偈
を
説
き
て
言
は
く
、

今
大
會
樹
間
に
於
て
あ
り

來
り
て
尊
に
見
ゆ
る
は
皆

神
天
な
り

今
我
來
り
て
法
を
聽
か
ん
と
欲
す

願
く
は
復
た
無
極
の

衆
を
見
ん
こ
と
を

ゆ

﹇
第
﹈
二
の
梵
天
、
適
き
て
座
に
就
き
便
ち
偈
を
説
き
て
言
は

く
、

こ
こ是
に
在
て
學
ば
ん

當
に
意
を
制
す
べ
き
を

直
ち
に
行

を
學
び
身
の
正
し
き
を
知
ら
ん

御
者
の
如
く
兩
轡
を
善
く
し

眼
根
を
護
り
覺
意
を
行
ぜ

ん

﹇
第
﹈
三
の
梵
天
、
座
に
就
き
て
便
ち
偈
を
説
き
て
言
は
く
、

力
も
て
七
を
斷
じ
邪
連
を
伏
せ
ん

意
の
止
に
著
く
こ
と

鐵
根
の
如
く
せ
ん

世
を
捨
て
て
觀
ぜ
ん

淨
に
し
て
無
垢
な
る
を

慧
眼
明

す
な
は

か
な
ら
ば
意
而
ち
攝
ま
ら
ん

﹇
第
﹈
四
の
梵
天
、
座
に
就
き
て
便
ち
偈
を
説
き
て
言
は
く
、

つ
ひ

身
を
以
て
明
尊
に
歸
す
る
有
ら
ば

終
に
生
じ
て
邪
冥
に

到
ら
ず

や
う
や

人
形
を
捨
て
て
後
に
轉
生
し

天
身
を
受
け
て
稍
く
患
を

離
れ
ん

（
�
）

是
時
坐
中
有
梵
志
。
名
爲
猛
觀
亦
在
大
衆
中
。
意
生
疑
信
因
縁
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
８０
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
尊
」
を
欠
く
。

（
８１
）
應
眞

阿
羅
漢
。

（
８２
）
眞
人

阿
羅
漢
。

（
８３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
座
」。

５３ 支謙訳『義足経』解読研究㈢
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佛
知
猛
觀
梵
志
所
生
疑
。
是
時
便
作
一
佛
。
端
正
形
類
無
比
。
見

者
悉
喜
。
有
三
十
二
大
人
相
。
金
色
復
有
光
衣
法
大
衣
亦
如
上

説
。
便
向
佛
叉
手
以
偈
歎
言

（
�
）

人
各
念
彼
亦
知

各
欲
勝
慧
可
説

有
能
知
盡
是
法

遍
行
求
莫
隅
解

取
如
是
便
生
變

癡
計
彼
我
善
慧

（182
b

）
至
誠
言
云
爲
等

一
切
是
善
言
説

（
�
）

不
知
彼
有
法
無

冥
無
慧
隨
彼
黠

冥
一
切
痛
遠
黠

所
念
行
悉
彼
有

先
計
念
却
行
説

慧
已
淨
意
善
念

是
悉
不
望
黠
減

悉
所
念
著
意
止

我
不
据
是
悉
上

愚
可
行
轉
相
牽

自
見
謹
謂
可
諦

自
己
癡
復
受
彼

自
説
法
度
無
及

以
自
空
貪
來
盜

已
八
冥
轉
相
冥

學
何
故
一
不
道

一
諦
盡
二
有
無

知
是
諦
不
顛
倒

謂
不
盡
諦
隨
意

以
故
學
一
不
説

何
諦
是
餘
不
説

當
信
誰
盡
餘
説

饒
餘
諦
當
何
從

從
何
有
生
意
識

（
�
）
識
無
餘
何
説
餘

從
異
想
分
別
擇

眼
所
見
爲
著
可

識
若
欺
盡
二
法

聞
見
戒
在
意
行

著
欲
黠
變
訟
見

止
校
計
觀
何
羞

是
以
癡
復
授
彼

癡
何
從
授
與
彼

彼
綺
可
善
黠
我

便
自
署
善
説
已

有
訟
彼
便
生
怨

堅
邪
見
望
師
事

邪
黠
酷
滿
綺
具

常
自
恐
語
不
到

我
常
戒
見
是
辟

見
彼
諦
邪
慚
藏

本
自
有
慚
藏
黠

以
悉
知
黠
分
別

癡
悉
無
合
黠
行

是
爲
諦
住
乃
説

悉
可
淨
自
所
法

如
是
取
便
亂
變

自
因
縁
痛
著
汚

從
異
行
得
解
淨

彼
雖
淨
不
至
盡

是
異
學
聞
坐
安

自
貪
倶
我
堅
盛

自
己
盛
堅
防
貪

有
何
癡
爲
彼
説

雖
教
彼
法
未
淨

生
計
度
自
高
妙

（182
c

）
諦
住
釋
自
在
作

雖
上
世
亦
有
亂

棄
一
切
所
作
念

妙
不
作
有
所
作

佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜
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是
の
時
、
坐
中
に
梵
志
有
り
。
名
づ
け
て
猛
觀
と
爲
す
。
亦
た

大
衆
中
に
在
り
て
、
意
に
疑
を
生
ず
ら
く
、「
因
縁
を
信
ず
や
」

し
ろ
し
め

と
。
佛
、
猛
觀
梵
志
の
生
ず
る
所
の
疑
を
知
す
。
是
の
時
、
便
ち

く
ら

一
佛
を
作
り
た
ま
ふ
。
端
正
に
し
て
形
類
比
ぶ
る
無
く
、
見
る
者

悉
く
喜
ぶ
。
三
十
二
大
人
相
有
り
て
、
金
色
に
し
て
復
た
光
有

り
。
法
大
衣
を
衣
る
こ
と
、
亦
た
上
に
説
け
る
が
如
し
。
便
ち
佛

（
�
）

に
向
ひ
て
叉
手
し
、
偈
を
以
て
歎
じ
て
言
く
、

（
�
）
㈠
人
各
お
の
念
ず
ら
く
「
彼
も
亦
た
知
る
」
と

各
お
の
勝

ら
ん
と
欲
し
慧
も
て
説
く
可
し

能
く
知
る
有
り
「
盡
く
是
れ
法
な
り
」
と

遍
く
行
き
求

む
る
も
隅
解
す
る
す
ら
莫
か
ら
ん

（
�
）

㈡
取
る
こ
と
是
く
の
如
く
に
し
て
便
ち
變
を
生
ず

「
癡
な

り
」
と
彼
を
計
し
、「
我
に
善
慧
あ
り
」﹇
と
計
す
﹈

「
至
誠
の
言
な
り
」﹇
と
云
ひ
ま
た
﹈
云
ひ
て
「
等
し
」
と
爲

す

一
切
是
れ
善
な
る
言
説
な
り
や

㈢
彼
に
法
有
り
や
無
し
や
を
知
ら
ず

冥
に
し
て
慧
無
く
彼

の
黠
に
隨
ふ

く
ら

（
�
）

一
切
に
冥
く
ば
痛
は
黠
を
遠
ざ
く

念
ず
る
所
の
行
は
悉

く
彼
に
有
り

㈣
先
に
計
念
せ
ば
却
て
行
き
て
説
く

慧
已
に
淨
な
れ
ば
意

は
善
く
念
ず

つ
く

是
れ
悉
く
黠
の
減
ず
る
を
望
ま
ず

念
ず
る
所
を
悉
さ
ば

意
に
著
き
て
止
む

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
８４
）
明
本
は
「
欲
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
「
人
念
ぜ
ん
と
欲
す
」

（
８５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
墮
」。「
彼
の
黠
に
墮
す
」

（
８６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
諦
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
で
も
読
め
る
が
、
文
脈
上
、「
諦
」
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
か
。

（
８７
）C
f.Sn.878-894.

（
８８
）
以
下
化
仏
と
仏
の
問
答
の
形
を
取
る
。
㈠
㈡
㈥
㈧
が
化
仏
。

（
８９
）
變

乱
。
争
い
。
事
件
。

（
９０
）
痛

vedanā

の
訳
。
後
に
は
「
受
」
が
定
訳
語
と
な
る
が
、
受
を
苦
受
に
代
表
さ
せ
て
「
痛
」
と
訳
す
こ
と
も
行
わ
れ
、
屢
し
ば
五
蘊
が
「
色

・
痛
・
想
・
行
・
識
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
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う
た

㈤
我
れ
是
れ
を
悉
く
は
上
に
据
ゑ
ず

愚
は
行
じ
て
轉
た
相

ひ
牽
く
可
し

自
見
す
る
こ
と
謹
に
し
て
「
諦
な
る
可
し
」
と
謂
ひ

「
自
己
は
癡
な
り
」
と
復
た
彼
に
受
く

㈥
自
ら
法
を
説
き
て
度
せ
ん
と
す
る
も
及
ぶ
無
し

自
ら
空

し
く
貪
ぼ
り

來
り
盜
む
を
以
て
な
り

（
�
）

（
�
）

已
に
八
冥
あ
れ
ば
轉
た
相
ひ
冥
し

學
は
何
が
故
ぞ
一
な

い

り
と
道
は
ざ
るつ

㈦
一
諦
に
し
て
盡
く

二﹇
諦
﹈の
有
は
無
し

是
の
諦
を
知

れ
ば
顛
倒
せ
ず

か
る
が
ゆ
ゑ

「
盡
き
ず
」
と
謂
は
ば
諦
は
意
に
隨
ふ

以
故
に
學
は
一

な
り
と
説
か
ざ
る
な
り

㈧
何
ぞ
諦
は
是
れ
の
み
に
し
て
餘
は
説
か
ざ
る

當
に
誰
を

信
じ
て
餘
説
を
盡
く
す
べ
き

饒
餘
の
諦
は
當
に
何
に
か
從
ふ
べ
き

何
に
從
ひ
て
意
識

を
生
ず
る
有
り
や

㈨
識
に
餘
無
し

何
を
か
餘
と
説
く

異
想
に
從
ひ
分
別
し

て
擇
ぶ

眼
の
所
見
を
可﹇
愛
﹈に
著
く
と
爲
し

識
の
欺
く
が
若
き

は
盡
く
二
法
な
り

㈩
聞
と
見
と
戒
と
意
行
に
在
る
と
に

著
し
て
黠
を
欲
し
變

じ
て
見
を
訟
ふ

校
計
す
る
を
止
め
な
ば
何
を
か
羞
と
觀
ぜ
ん

是
を
以
て

「
癡
な
り
」
と
復
た
彼
に
授
く

�
「
癡
な
り
」
と
何
に
よ
り
て
か
彼
に
授
與
す
る

彼
の
綺

な
る
は
可
に
し
て
善
黠
は
我
な
れ
ば

し
る

と
が

便
ち
自
ら
署
さ
ん
「
善
く
説
き
已
れ
り
」
と

彼
を
訟
む

る
有
ら
ば
便
ち
怨
を
生
ぜ
ん

は
な
は
だ

�
邪
見
を
堅
く
し
て
師
事
せ
ん
と
望
む
も

邪
黠
酷
し
く
し

て
綺
具
を
滿
た
す

常
に
自
ら
恐
る
ら
く
「
語
到
ら
ざ
る
か
」

「
我
に
常
に
戒

あ
れ
ど
も
是
の
辟
を
見
る
か
」
と

�
彼
の
諦
を
見
て
邪
に
藏
を
慚
づ
れ
ば

本
よ
り
自
ら
に
藏

を
慚
づ
る
黠
有
り

悉
く
知
る
を
以
て
黠
も
て
分
別
す
れ
ば

癡
悉
く
無
く
黠

に
合
し
て
行
ず

�
是
を
諦
と
爲
し
住
し
て
乃
ち
説
く

「
悉
く
自
ら
法
と
す

る
所
を
淨
む
可
し
」
と
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は
げ

是
く
の
如
く
取
り
便
ち
亂
變
し

自
ら
の
因
縁
も
て
痛
し

く
汚
に
著
す

�
異
行
に
從
ひ
解
し
て
淨
ま
る
を
得
ば

彼
淨
な
り
と
雖
も

盡
く
る
に
は
至
ら
ず

是
の
異
學
は
聞
き
坐
し
安
ん
ず
る
も

自
ら
貪
ぼ
る
こ
と

ひ
と倶
し
「
我
れ
堅
盛
な
り
」
と

�
自
己
盛
ん
に
し
て
堅
く
貪
を
防
ぐ
に

「
何
の
癡
有
る
」

と
彼
の
爲
に
説
く

彼
に
教
ふ
る
と
雖
も
法
未
だ
淨
な
ら
ず

計
度
を
生
ず

「
自
ら
高
妙
な
り
」
と

�
諦
か
に
住
し
て
釋
し
自
在
に
作
し

世
に
上
る
と
雖
も
亦

た
亂
有
り

一
切
の
念
を
作
る
所
を
棄
つ
れ
ば

妙
は
所
作
有
る
を
作

さ
ず

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
、
悉
く
歡

喜
し
き
。（

�
）

法
觀
梵
志
經
第
十
二

聞
如
是
。
佛
在
釋
國
迦
維
羅
衞
樹
下
。
與
五
百
比
丘
倶
。
皆
應
眞

所
作
已
具
。
已
下
重
擔
。
以
義
自
證
。
會
胎
生
盡
。
爾
時
十
方
天

地
神
妙
天
。
亦
來
禮
佛
。
欲
見
尊
徳
及
比
丘
僧
。
是
時
第
七
天
四

天
王
相
謂
言
。
諸
學
人
寧
知
。
佛
在
釋
國
迦
維
羅
衞
樹
下
。
從
五

百
眞
人
。
復
十
方
天
地
神
妙
天
悉
往
禮
欲
見
尊
威
神
及
比
丘
。
我

曹
今
何
不
往
見
其
威
神
。
四
天
王
即
從
第
七
天
飛
下
。
譬
如
壯
士

（
�
）

屈
伸
臂
頃
。
來
到
佛
邊
。
去
尊
不
遠
。
便
倶
往
禮
佛
及
比
丘
僧
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
９１
）
八
冥

こ
の
語
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
八
邪
道
（
邪
見
・
邪
志
・
邪
語
・
邪
業
・
邪
命
・
邪
方
便
・
邪
念
・
邪
定
）
を
初
め
と
し
て
、
八
不
正

見
（
我
見
、
衆
生
見
、
寿
命
見
、
士
夫
見
、
常
見
、
断
見
、
有
見
、
無
見
）、
八
妄
想
（
自
性
妄
想
、
差
別
妄
想
、
摂
受
積
聚
妄
想
、
我
見
妄
想
、

我
所
妄
想
、
念
妄
想
、
不
念
妄
想
、
念
不
念
妄
想
）、
八
倒
（
非
常
計
常

非
楽
計
楽
、
非
我
計
我
、
不
浄
計
浄
、
常
計
無
常
、
楽
計
非
楽
、
我

計
無
我
、
浄
計
不
浄
）
等
な
ど
で
あ
る
が
、
孰
れ
か
に
決
定
す
る
必
要
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
。

（
９２
）
學

有
学
。
仏
道
修
行
者
。
次
偈
の
「
學
」
も
同
じ
。

（
９３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
經
」
を
欠
く
。
因
み
に
『
磧
砂
蔵
』
は
「
第
十
二
巻
」
と
す
る
。

（
９４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
尊
」
を
欠
く
。
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各
就
座
。

法
觀
梵
志
經
第
十
二

ま
し
ま

聞
き
し
こ
と
是
く
の
如
し
。
佛
、
釋
國
迦
維
羅
衞
の
樹
下
に
在

し
、
五
百
の
比
丘
と
倶
な
り
き
。
皆
應
眞
の
所
作
已
に
具
は
り
、

已
に
重
擔
を
下
し
、
義
を
以
て
自
ら
證
し
、
胎
に
會
ふ
生
盡
き
た

り
。爾

の
時
、
十
方
天
地
の
神
妙
な
る
天
も
亦
た
來
り
て
佛
を
禮

ま
み

し
、
尊
徳
と
及
び
比
丘
僧
と
に
見
え
ん
と
欲
す
。

是
の
時
、
第
七
天
と
四
天
王
、
相
ひ
謂
ひ
て
言
く
。「
諸
の
學

人
寧
ろ
知
れ
り
や
。
佛
の
、
釋
國
迦
維
羅
衞
樹
下
に
在
し
て
、
五

百
の
眞
人
を
從
へ
た
ま
ふ
を
。
復
た
十
方
天
地
の
神
妙
な
る
天
、

悉
く
往
き
て
禮
し
、
尊
と
威
神
と
及
び
比
丘
と
に
見
え
ん
と
欲
せ

わ
れ
ら

る
を
。
我
曹
、
今
何
ぞ
、
往
き
て
其
の
威
神
に
見
え
ざ
る
」
と
。

四
天
王
、
即
ち
第
七
天
よ
り
飛
び
下
る
こ
と
、
譬
へ
ば
壯
士
の
臂

あ
ひ
だ

を
屈
伸
す
る
頃
の
如
し
。
佛
の
邊
り
に
來
到
し
、
尊
を
去
る
こ
と

遠
か
ら
ず
。
便
ち
倶
に
往
き
て
佛
と
及
び
比
丘
僧
と
を
禮
し
、
各

お
の
座
に
就
き
き
。

一
梵
天
就
座
。
便
説
偈
言

今
大
會
於
樹
間

來
見
尊
皆
神
天

（
�
）

今
我
來
亦
聽
法

願
復
見
無
勝
衆

二
梵
天
就
座
便
説
偈
言（

�
）

在
是
學
當
制
意

直
覺
行
知
身
正

如
馭
者
善
持
轡

護
眼
根
行
覺
意

三
梵
天
就
座
便
説
偈
言

力
斷
七
拔
邪
連

意
著
止
如
鐵
根

捨
世
觀
淨
無
垢

黠
根
明
意
服
軟

四
梵
天
就
座
便
説
偈
言

（
�
）
有
是
身
歸
明
尊

終
不
生
到
邪
冥

捨
人
形
轉
後
尊

受
天
身
稍
離
患

﹇
第
﹈
一
の
梵
天
、
座
に
就
き
て
便
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、

今
大
會
樹
間
に
於
て
あ
り

來
り
て
尊
に
見
ゆ
る
は
皆

神
天
な
り

今
我
も
來
り
て
亦
た
法
を
聽
か
ん

願
は
く
は
復
た
無
勝

の
衆
に
見
え
ん
こ
と
を
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﹇
第
﹈
二
の
梵
天
、
座
に
就
き
て
便
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、

こ
こ是
に
在
て
學
ば
ん

當
に
意
を
制
す
べ
き
を

直
ち
に
行

を
覺
り
身
の
正
し
き
を
知
ら
ん

馭
者
の
如
く
善
く
轡
を
持
ち

眼
根
を
護
り
行
じ
て
意
を

覺
ら
ん

﹇
第
﹈
三
の
梵
天
、
座
に
就
き
て
便
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、

力
も
て
七
を
斷
じ
邪
連
を
拔
か
ん

意
の
止
に
著
く
こ
と

鐵
根
の
如
く
せ
ん

世
を
捨
て
て
觀
ぜ
ん

淨
無
垢
な
る
を

黠
根
明
か
な
れ

ば

意
服
し
て
軟
が
ん

﹇
第
﹈
四
の
梵
天
、
座
に
就
き
て
便
ち
偈
を
説
き
て
言
く
、

是
の
身
も
て
明
尊
に
歸
す
る
有
ら
ば

終
に
生
じ
て
邪
冥

に
到
ら
ず

人
形
を
捨
て
て
轉
じ
て
後
に
尊
た
ら
ん

天
身
を
受
け
て

稍
く
患
を
離
れ
ん

是
時
座
中
。
有
梵
志
名
法
觀
亦
在
大
衆
中
。
因
縁
所
計
見
於
泥
洹

（
�
）

（
�
）

脱
者
有
支
體
。
以
故
生
意
疑
信
因
縁
。
佛
知
法
觀
梵
志
所
生
疑
。

（183
a

）
是
時
便
作
一
佛
。
端
正
形
類
無
比
。
見
者
悉
喜
。
有
三

十
二
大
人
相
。
金
色
復
有
光
。
衣
法
大
衣
。
亦
如
上
説
。
便
向
佛

叉
手
。
以
偈
歎
言

（
�
）

如
因
縁
見
有
言

如
已
取
悉
説
善

一
切
彼
我
亦
輕

亦
或
致
在
善
縁

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
９５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
汝
」。
こ
ち
ら
は
「
汝
に
聽
か
ん
」。

（
９６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
眞
」。「
眞
に
行
を
…
…
」

（
９７
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
因
」。「
是
の
身
も
て
明
尊
に
歸
す
る
に
因
り
」

（
９８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
脱
有
者
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
「
泥

に
於
て
有
よ
り
脱
す
る
者
の
肢
體
を
見
る
」
と
訓
む
。

（
９９
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
肢
」。

（
１００
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
喜
」。「
喜
な
り
」
と
説
く
。
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少
自
知
有
慚
羞

諍
變
本
説
兩
果

見
如
是
捨
變
本

願
觀
安
無
變
處

一
切
平
亦
如
地

是
未
嘗
當
見
等

本
不
等
從
何
同

見
聞
説
莫
作
變

（
�
）
猗
著
是
衆
可
惡

可
見
聞
亦
所
念

（
�
）
雨
出
淨
誰
爲
明

愛
未
除
身
復
身

以
戒
攝
所
犯
淨

行
諦
祥
已
具
住

於
是
寧
經
至
淨

可
恐
世
在
善
説

已
離
諦
更
求
行

悉
從
罪
因
縁
受

亦
如
説
力
求
淨

自
義
失
生
死
苦

（
�
）

行
力
求
亦
不
説

眼
如
行
亦
思
惟

死
生
無
盡
從
是

如
是
慧
亦
如
説

戒
彼
行
一
切
捨

罪
亦
福
捨
遠
去

（
�
）

淨
亦
垢
不
念
覺

無
沾
汚
淨
哀
受

修
是
法
度
彼
一

説
無
行
爲
遠
欺

受
如
是
便
増
變

各
因
諦
世
邪
利

自
所
法
便
稱
具

見
彼
法
詰
爲
漏

（
�
）

無
等
行
轉
相
怨

自
見
行
不
隨
汚

凡
所
説
黠
代
恐

無
於
法
有
所
益

無
慧
衆
異
説
淨

所
繋
著
住
各
堅

各
尊
法
如
聞
止

演
如
解
自
師
説

無
法
行
但
有
言

彼
所
淨
因
一
心

言
如
是
彼
亦
説

一
所
見
從
淨
墮

便
自
見
怨
所
作

坐
勝
慧
自
大
説

（183
b

）
所
攝
著
求
便
脱

念
所
信
無
所
住

本
所
因
在
好
説

淨
行
在
彼
未
除

觀
世
人
見
名
色

以
其
智
如
受
知

欲
見
多
少
我
有

不
從
是
善
淨
有

有
慧
行
累
無
有

知
亦
見
正
以
取

見
無
過
是
法
行

度
是
亂
不
更
受

慧
意
到
無
所
至

不
見
堅
識
所
覺

如
關
閉
制
所
著

但
行
觀
無
取
異

尊
斷
世
所
受
取

取
與
生
不
應
堅

靜
亦
亂
在
觀
捨

在
是
惡
哀
凡
人

（
�
）

棄
故
成
新
不
造

無
所
欲
何
所
著

（
�
）

（
�
）

脱
邪
信
勇
猛
度

悉
已
脱
世
非
世

一
切
法
無
所
疑

悉
見
聞
亦
何
念

捨
重
擔
尊
正
脱

不
願
過
常
來
見
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佛
説
是
義
足
經
竟
。
比
丘
悉
歡
喜

是
の
時
、
座
中
に
梵
志
有
り
。
法
觀
と
名
づ
く
。
亦
た
大
衆
中

よ

に
在
り
て
、
計
す
る
所
に
因
縁
り
、
泥
洹
に
於
て
脱
せ
る
者
に
支

ゆ

ゑ

體
有
る
を
見
る
。
以
故
に
意
に
疑
を
生
ず
ら
く
、「
因
縁
を
信
ず

し
ろ
し
め

や
」
と
。
佛
、
法
觀
梵
志
の
生
ず
る
所
の
疑
を
知
す
。
是
の
時
、

便
ち
一
佛
を
作
り
た
ま
ふ
。
端
正
に
し
て
形
類
無
比
な
り
。
見
る

者
悉
く
喜
ぶ
。
三
十
二
大
人
相
有
り
、
金
色
に
し
て
復
た
光
有

り
。
法
大
衣
を
衣
る
こ
と
、
亦
た
上
に
説
く
が
如
し
。
便
ち
佛
に

（
�
）

向
ひ
て
叉
手
し
、
偈
を
以
て
歎
じ
て
言
く
、

㈠
因
縁
の
如
く﹇
諸
﹈見
に
言
有
り

已
に
取
る
が
如
く
悉
く

「
善
な
り
」
と
説
く

一
切
彼
も
我
も
亦
た
輕
ん
ぜ
ら
れ

亦
た
或
は
致
し
て
善

縁
に
在
り

㈡
自
ら
知
る
こ
と
少
く
慚
羞
有
り

諍
變
の
本
に
﹇
是
非

の
﹈
兩
果
を
説
く

是
く
の
如
き
を
見
て
變
の
本
を
捨
て

願
は
く
は
安
と
觀

ぜ
ん

變
無
き
處
を

㈢
一
切
平
か
な
る
こ
と
亦
た
地
の
如
く
な
る

是
れ
を
未
だ

嘗
て
當
に
「
等
し
」
と
見
る
べ
か
ら
ず

本
よ
り
等
し
か
ら
ず
ば
何
に
從
ひ
て
同
ぜ
ん

見
・
聞
・

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１０１
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
倚
」。
同
義
。

（
１０２
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
兩
」。
註
１１１
を
参
照
。

（
１０３
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
明
」。
註
１１２
を
参
照
。

（
１０４
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
玷
」。「
沾
」
も
「
玷
」
も
玉
の
き
ず
。
欠
点
。

（
１０５
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
墮
」。「
汚
に
墮
せ
ず
」

ふ
る

（
１０６
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
城
」。「
故
き
城
を
棄
て
」

（
１０７
）
明
本
は
「
説
」。「
邪
を
説
き
て
﹇
正
し
き
を
﹈
信
じ
」

（
１０８
）
宋
・
元
・
明
の
三
本
は
「
生
」。
こ
ち
ら
は
節
奏
が
崩
れ
る
が
、「
悉
く
已
に
世
を
脱
し
生
ず
る
に
非
ず
」

（
１０９
）C

f.
Sn.

895-914.

本
偈
は
、
化
仏
と
の
問
答
と
い
う
結
構
に
な
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
仏
の
言
葉
で
あ
る
。
化
仏
が
問
う
た
の
に
対
し
、
仏
が

偈
全
体
を
応
え
た
と
見
る
べ
き
か
。
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説
に
變
を
作
す
莫
か
れ

（
�
）

に
く

㈣
猗
著
す
る
は

是
れ
衆
惡
む
可
し

見
聞
す
可
き
も
亦

た
念
ず
る
所
も

（
�
）と
も両
に
淨
を
出
す
を
誰
か
明
か
と
爲
す

愛
未
だ
除
か
ず

か
さ

ば

身
身
を
復
ね
ん

㈤
戒
を
以
て
攝
め
ば
犯
す
所
も
淨
な
り

諦
を
行
ぜ
ば
祥
に

し
て
已
に
具
し
て
住
せ
り

め
ぐ

是
に
於
て
寧
ぞ
淨
に
經
り
至
ら
ん

世
を
恐
る
可
き
も

「
善
に
在
り
」
と
説
く

㈥
已
に
諦
を
離
れ
な
ば
更
に
行
を
求
む
る
も

悉
く
罪
に
從

ひ
因
縁
も
て
受
くつ

と

亦
た
説
の
如
く
力
め
て
淨
を
求
む
る
も

自
ら
義
失
ひ
生

死
に
苦
し
ま
ん

つ
と

（
�
）

も

㈦
行
じ
力
め
て
求
む
る
も
亦
た
説
か
ず

明
ら
か
に
如
し
行

ぜ
ば
亦
た
思
惟
せ
ん

「
死
生
無
く
盡
く
是
れ
に
從
ふ
」
と

是
く
の
如
き
慧
も

亦
た
説
け
る
が
如
し

㈧
戒
も
彼
の
行
も
一
切
捨
て

罪
も
亦
た
福
も
捨
て
て
遠
く

去
り

淨
も
亦
た
垢
も
念
覺
せ
ず
ん
ば

沾
も
汚
も
無
く
淨
も
哀

受
も
﹇
無
け
ん
﹈

㈨
「
是
の
法
を
修
せ
」
と
彼
を
度
す
る
は
一
な
る
に

「
行

無
し
」
と
説
き

欺
を
遠
ざ
く
と
爲
す

是
く
の
如
き
を
受
け
て
便
ち
變
を
増
す

各
お
の
諦
に
因

ま
さ

り
て
世
邪
利
る

㈩
自
ら
法
と
す
る
所

便
ち
「
具
ふ
」
と
稱
し

彼
の
法
を

見
て
詰
り
て
「﹇
有
﹈漏
な
り
」
と
爲
す

等
し
き
行
無
く
轉
じ
て
相
ひ
怨
み

自
ら
行
を
見
て
「
汚

に
隨
は
ず
」﹇
と
爲
す
﹈

�
凡
そ
説
く
所

黠
恐
れ
に
代
れ
ば

法
に
於
て
益
す
る
所

有
る
無
し

慧
無
き
衆
異
に
し
て
「
淨
な
り
」
と
説
き

繋
著
す
る

と
ど

所
は
住
ま
り
て
各
お
の
堅
し

�
各
お
の
法
を
尊
び
聞
く
が
如
く
に
止
ま
り

演
ず
る
こ
と

解
す
る
が
如
く
に
し
自
ら
師
た
り
て
説
か
ば

（
�
）

法
行
無
く
但
だ
言
有
る
の
み

彼
の
淨
と
す
る
所

一
心

に
因
れ
ば
な
り

�
言
是
く
の
如
く
ん
ば
彼
も
亦
た
説
か
ん

「
一
の
所
見

６２
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淨
よ
り
墮
せ
り
」
と

よ

便
ち
自
ら
見
て
作
す
所
を
怨
み

勝
慧
に
坐
り
て
自
ら
大

い
に
説
く

す
ば
や

�
攝
め
著
す
る
所
よ
り
便
く
脱
す
る
を
求
め

信
ず
る
所
を

念
ず
る
も
住
す
る
所
無
しよ

本
よ
り
因
と
す
る
所
は
好
き
説
に
在
れ
ば

淨
行
在
り
て

彼
れ
未
だ
除
か
れ
ず

�
世
を
觀
る
人
は
名
色
を
見
る

そ
の
智
を
以
て
受
く
る
が

如
く
知
る

た
も

多
く
を
見
ん
と
欲
す
れ
ど
も
我
が
有
て
る
は
少
な
し

是

に
よ
ら
ず
ん
ば
善
淨
有
ら
ん

�
慧
有
り
て
行
ぜ
ば
累
ぬ
る
こ
と
有
る
無
し

知
り
亦
た
見

て
「
正
な
り
」
と
以
て
取
り

「
過
無
し
、
是
れ
法
行
な
り
」
と
見
る

是
の
亂
を
度
せ

ば
更
に
は
受
け
ず

�
慧
意
到
ら
ば
至
る
所
無
し

堅
き
を
見
ず
覺
る
所
を
識
る

關
閉
す
る
が
如
く
所
著
を
制
し

但
だ
觀
を
行
じ
て
異
を

取
る
無
し（

�
）

�
尊
は
世
の
取
を
受
く
る
所
を
斷
ず
れ
ば

取
の
生
を
與
ふ

る
は
應
に
堅
か
る
べ
か
ら
ず

い
づ
く
ん

靜
も
亦
た
亂
も
觀
に
在
り
て
捨
し

是
れ
に
在
れ
ば
惡
ぞ

凡
人
を
哀
ま
ん

ふ
る

�
故
く
成
れ
る
を
棄
て
新
し
き
は
造
ら
ず

欲
す
る
所
無
く

ん
ば
何
を
か
著
す
る
所
ぞ

邪
信
を
脱
し
て
勇
猛
に
度
り

悉
く
已
に
世
と
非
世
と
を

脱
せ
り

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

（
１１０
）
以
下
第
八
偈
ま
で
、Sn.

と
偈
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
漢
訳
と
パ
ー
リ
は
平
行
経
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
隔
た
っ
て
は
い
る

が
、
一
応
対
応
を
示
し
て
お
く
。
㈣901.

㈤898.

㈥899.

㈦902.
㈧900.

（
１１１
）
『
大
正
』
は
「
雨
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
両
」
と
あ
る
。
取
り
敢
え
ず
「
両
」
で
訓
む
。「
雨
」
は
訓
み
づ
ら
い
。

（
１１２
）
『
大
正
』
は
「
眼
」
と
す
る
が
、
宋
・
元
・
明
の
三
本
に
は
「
明
」
と
あ
る
。
取
り
敢
え
ず
「
明
」
で
訓
む
。「
眼
」
を
採
る
と
、
若
干
意
味
を
取

り
づ
ら
い
が
、「
眼
の
行
ず
る
が
如
く
亦
た
思
惟
も
﹇
行
ず
﹈」
と
な
る
。

（
１１３
）
こ
の
「
心
」
は
「
芯
」
の
意
。

（
１１４
）
こ
の
「
取
」
は
煩
悩
の
異
名
。
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�
一
切
法
に
疑
ふ
所
無
し

悉
く
見
聞
す
る
も
亦
た
何
を
か

念
ぜ
ん

重
擔
を
捨
て
て
尊
は
正
し
く
脱
す
れ
ば

過
ち
て
常
に
來

た
り
て
見
る
を
願
は
ず

佛
、
是
の
義
足
經
を
説
き
竟
り
た
ま
ひ
し
に
、
比
丘
悉
く
歡
喜
し

き
。
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